
　葛巻高校の卒業式は３月１日、同校体育館で行われました。式終
了後、恒例の校舎前での記念撮影に臨む45期生。37人それぞれが夢
と希望を胸に満開の笑顔で学舎を巣立ちました。（関連記事20㌻）

夢と希望を胸に

施政方針・教育行政方針 ２～ 10㌻

平成27年度予算の概要 11～ 13㌻

さらに充実 子育て支援 14～ 15㌻
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葛巻町60周年 今
とき

をつないで未来へ



〔３〕〔３〕平成27年４月１日・広報くずまき平成27年４月１日・広報くずまき

　

平
成
27
年
度
は
、
町
が
昭
和

30
年
７
月
15
日
に
葛
巻
町
、
江

刈
村
、
田
部
村
の
１
町
２
村
に

よ
る
合
併
か
ら
60
周
年
を
迎
え

る
年
で
あ
り
、
昭
和
20
年
の
終

戦
か
ら
70
年
が
経
過
す
る
節
目

の
年
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
、

経
済
再
生
、
復
興
、
社
会
保
障

改
革
、
教
育
再
生
、
地
方
創
生
、

女
性
活
躍
な
ど
「
戦
後
以
来
の

大
改
革
」
に
、
日
本
の
将
来
を

見
定
め
な
が
ら
、
ひ
る
む
こ
と

な
く
、
改
革
を
進
め
る
と
し
て

お
り
、
日
本
全
体
が
大
き
な
変

革
へ
向
け
て
動
き
出
す
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
の
60
年
間
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昭
和

30
年
代
後
半
か
ら
人
口
流
出
と

出
生
数
の
減
少
が
続
き
、
常
に

施政方針
　平成27年度の町政の方向を決める町議会３月定例会議
は３月６日から17日まで開かれました。定例会議初日の
６日、鈴木重男町長はまちづくりの重要施策について、
力強く施政方針を述べました。その内容を紹介します。

広報くずまき・平成27年４月１日〔２〕

各
分
野
の
施
策
は
「
人
口
減
少
」

と
い
う
課
題
を
い
か
に
解
決
し
て

い
く
か
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
ま

ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
も
、
企
業
の
誘
致
、
雇
用

の
確
保
が
厳
し
い
環
境
に
あ
る
当

町
で
は
、
昭
和
50
年
代
以
降
、
地

域
資
源
に
着
目
し
た
内
発
型
の
産

業
・
雇
用
の
創
出
は
、
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
酪
農
・
林
業
の
振
興

に
大
き
な
活
路
を
見
出
す
と
と
も

に
、
交
流
人
口
の
増
加
、「
食
料
・

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
な
ど
地
球

規
模
の
課
題
に
対
し
て
も
大
き
く

寄
与
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

中
山
間
地
の
厳
し
い
環
境
の
中

で
、
苦
難
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、

歴
史
・
風
土
・
文
化
を
築
き
上
げ
て

き
た
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
、
私
た
ち

は
「
山
村
の
モ
デ
ル
」
の
町
と
な

る
べ
く
、
誇
り
を
持
っ
て
新
た
な

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
50
年
間
、

平成27年度 施政方針

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、

『
し
ご
と
』が『
ひ
と
』を
呼
び『
ひ

と
』
が
『
し
ご
と
』
を
呼
び
込
む

好
循
環
を
確
立
し
、
そ
れ
を
支
え

る
『
ま
ち
』
に
活
力
を
取
り
戻
す

た
め
、
国
は
人
口
の
将
来
展
望
を

示
す
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
５
ヵ

年
の
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
都
道
府
県
・
市

町
村
で
は「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
平
成

27
年
度
末
ま
で
に
策
定
し
実
行
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
60
年
、
幾
多
の

困
難
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
乗

り
越
え
、
培
っ
て
き
た
経
験
と
実

績
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
町
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
他
に
は
な

い
「
葛
巻
ら
し
い
」
一
歩
先
ゆ
く

取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

で
、
30
年
後
も
、
50
年
後
も
住
民

の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
町
に
誇
り
を

持
ち
、
こ
の
町
に
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
、
葛
巻
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
流
出
と
出
生
数
の
低
下
は

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
町
の
人
口

は
、
昭
和
36
年
の
ピ
ー
ク
時
と
比

較
し
半
分
以
下
に
ま
で
落
ち
込

み
、
高
齢
化
率
は
40
％
を
超
え
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
前
岩
手
県
知

事
の
増
田
寛
也
氏
が
座
長
を
務
め

た
地
方
創
成
会
議
に
よ
る
試
算
で

は
、
さ
ら
に
人
口
は
減
少
し
続
け
、

30
年
後
に
は
現
在
の
半
減
と
な
り
、

住
民
の
２
人
に
１
人
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
占
め
る
と
ま
で
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
の
問
題
は
、
日
本
全
体
の
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
国
に

お
い
て
は
、
地
方
経
済
の
活
性
化
、

人
口
減
少
問
題
に
取
り
組
む
た
め

の「
地
方
創
生
」と
し
ま
し
て
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
施

行
し
、「
若
い
世
代
の
就
労
・
結

婚
・
子
育
て
の
希
望
の
実
現
」「
東

京
一
極
集
中
の
歯
止
め
」「
地
域

の
特
性
に
即
し
た
地
域
課
題
の
解

決
」
の
３
つ
の
視
点
を
掲
げ
、「
魅

力
あ
ふ
れ
る
地
方
を
創
生
」
す
る

葛
巻
町
60
周
年
を
迎
え

ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
の
重
点
施
策

模
の
課
題
で
あ
る
「
食
料
・
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
山
村
に
あ
る
力
・
魅
力
を

全
国
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、

都
市
と
山
村
が
役
割
を
尊
重
し
合

い
、
絆
と
交
流
を
深
め
「
誇
り
」

に
思
え
る
山
村
の
モ
デ
ル
と
な
る

町
を
目
指
し
、

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
助
成
の

　

充
実

▼
公
共
施
設
な
ど
の
無
停
電
化

▼
６
次
産
業
化
・
商
店
等
設
備
更

　

新
助
成
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た

　

産
業
振
興
策

▼
町
産
材
の
利
用
促
進

▼
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
の
推
進

な
ど
、
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、

先
進
事
例
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
山
村
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
「
安
全
で
安
心
な
」
農
畜
産

物
な
ど
の
生
産
拠
点
と
し
て
、
地

域
資
源
の
高
付
加
価
値
化
や
、
魅

力
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
で
、

交
流
人
口
の
拡
大
は
も
と
よ
り
、

移
住
定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
、

町
に
活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
一
歩
先
ゆ
く
取
り
組
み
を

　

私
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
平

成
23
年
８
月
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
信
任
を
賜
り
、
２
期

目
の
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
現
在
に
至
る
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
、

あ
と
５
ヵ
月
あ
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
、「
町
民
が
一

体
と
な
っ
た
光
り
輝
く
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
に
、
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
３
つ
の
重
点
施
策
を

掲
げ
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
成
果
が
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
実
績

と
し
て
現
れ
、
実
感
で
き
る
と
こ

ろ
ま
で
来
て
お
り
ま
す
。

    【
重
点
施
策
１
】

     

安
心
し
て

     

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

　

町
民
が
、
安
全
に
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
基
盤
の
充
実
と
、

過
疎
の
進
行
で
懸
念
さ
れ
る
医
療
、

交
通
、
買
い
物
な
ど
の
問
題
に
取

り
組
み
、「
安
心
」
し
て
暮
ら
せ

る
町
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
重

し
、
支
え
合
い
絆
を
深
め
る
こ
と

で
「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る

町
を
目
指
し
、

▼
情
報
通
信
基
盤
の
充
実
・
拡
充

▼
葛
巻
病
院
の
改
築
に
向
け
た
取

　

り
組
み
や
常
勤
医
師
の
確
保

▼
町
内
バ
ス
路
線
の
増
便
対
策
と

　

一
律
１
０
０
円
化

▼
江
刈
簡
易
水
道
の
整
備
事
業
と

　

町
内
全
域
に
お
け
る
水
洗
化
の

　

普
及
・
助
成

▼
地
域
安
心
生
活
支
援
員
の
設
置

な
ど
に
取
り
組
み
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
も
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
も
大
型
事
業
で
あ

り
ま
す
葛
巻
病
院
の
改
築
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
度
中
に
本
体
工

事
を
着
工
さ
せ
、
早
期
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

   

【
重
点
施
策
２
】

     

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

若
者
が
定
住
で
き
る
生
活
環
境

の
構
築
や
各
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ

と
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
を
つ
く
り

「
夢
」
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
町

を
目
指
し
、

▼
葛
巻
小
学
校
屋
内
プ
ー
ル
を
は

　

じ
め
と
し
た
施
設
な
ど
の
整
備

▼
乳
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
医
療
費

　

助
成
の
拡
充

▼
保
育
料
の
年
長
児
・
第
３
子
以

　

降
の
無
料
化

▼
幼
児
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
の
開
催

▼
若
者
定
住
住
宅
の
整
備
、
新
婚

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
若
者

　

雇
用
助
成
制
度

▼
一
流
の
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
へ
触

　

れ
る
機
会
の
創
出

な
ど
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き
る
機

会
の
提
供
や
、
後
継
者
・
子
育
て

世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
若
者

世
代
の
定
住
を
促
す
た
め
、
さ
ら

に
施
策
を
充
実
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
は
、
町
民

が
「
夢
」
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
拠

点
の
一
つ
、
総
合
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
、
陸
上
走

路
の
全
天
候
型
改
修
が
完
了
し
ま

す
の
で
、
さ
ら
に
一
流
の
ス
ポ
ー
ツ

に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

    【
重
点
施
策
３
】

     

誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
球
規

町小中学校連合音楽会でバイオリン演奏を披露
した保育園年長児（昨年10月、葛巻小体育館）
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の
創
設

■
福
祉
の
充
実

　

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
福
祉

団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

保
健
・
医
療
、
教
育
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
町
民
と
行

政
が
一
体
と
な
り
、
相
互
協
力
の

も
と
で
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合

い
活
動
を
推
進
し
な
が
ら
社
会
参

加
や
自
立
の
助
長
を
促
し
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
な
ど
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
福
祉
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
老
朽
化
が
顕
著
な
、
養
護
老
人

　

ホ
ー
ム
葛
葉
荘
の
改
築
に
係
る

　

実
施
設
計
業
務

▼
消
費
増
税
対
策
の
低
所
得
者
向

　

け
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
交
付

▼
高
齢
者
な
ど
が
地
域
で
安
心
し

　

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

　

に
、
地
域
安
心
生
活
支
援
員
に

　

よ
る
見
守
り
活
動

▼
町
外
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受

　

け
る
必
要
が
あ
る
障
が
い
を
持

　

つ
方
に
対
す
る
通
院
交
通
費
の

　

一
部
助
成

▼
訪
問
診
療
用
機
器
を
整
備
し
、

　

在
宅
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　

充
実

■
子
育
て
環
境
の
充
実

　

少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
行
す

る
中
、
女
性
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

で
き
る
よ
う
、
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
や
地
域
社
会
全

体
で
支
え
合
う
子
育
て
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
の
医
療
費

　

助
成
を
中
学
卒
業
か
ら
高
校
卒

　

業
ま
で
に
拡
充

平成27年度 施政方針

▼
新
た
に
妊
婦
健
診
に
係
る
交
通

　

費
な
ど
の
経
費
の
一
部
を
助
成

　

す
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ

　

ー
ト
助
成
金
の
交
付

▼
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
助
成
事

　

業
な
ど
、
子
育
て
情
報
を
取
り

　

ま
と
め
た
「
く
ず
ま
き
ま
ち
子

　

育
て
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の

　

作
成
・
配
布

▼
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒

　

の
い
る
世
帯
に
対
し
、
子
育
て

　

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
交
付

▼
く
ず
ま
キ
ッ
ズ
予
防
接
種
事
業

　

に
お
い
て
、
自
己
負
担
が
３
０

　

０
０
円
未
満
と
な
る
よ
う
助
成

　

額
を
拡
大

▼
保
育
園
に
お
け
る
年
長
児
と
第

　

３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化

　

を
継
続

■
生
活
環
境
の
整
備

　

ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

通
じ
て
、
将
来
ま
で
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
を
形
成
し
て
い
く
と

と
も
に
、
給
水
施
設
の
統
合
・
更

新
や
町
整
備
型
浄
化
槽
の
普
及
に

よ
り
、
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る

生
活
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
平
成
41
年
の
ご
み
処
理
広
域
化

　

に
向
け
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設

　

の
延
命
化
工
事
の
実
施
と
再
資

　

源
化
、
循
環
型
社
会
形
成
へ
向

　

け
た
取
り
組
み

▼
老
朽
化
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

　

タ
ー
の
金
属
圧
縮
機
の
更
新

▼
平
成
30
年
度
の
完
成
を
目
指
す

　

江
刈
簡
易
水
道
整
備
事
業
の
推

　

進
▼
簡
易
水
道
事
業
の
法
適
用
化
へ

　

向
け
た
移
行
業
務

▼
県
平
均
並
み
の
普
及
の
早
期
実

　

現
を
目
指
し
、
水
洗
化
普
及
支

　

援
事
業
費
補
助
金
の
継
続
と
拡

　

充

■
防
災
対
策
、
消
防
・
救
急
体
制

の
充
実

　

近
年
、
地
震
・
風
水
害
な
ど
、

不
測
の
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す

い
状
況
下
に
あ
り
、
災
害
の
未
然

防
止
お
よ
び
応
急
体
制
の
確
立
と

町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
あ
ら
ゆ
る
災
害

に
迅
速
か
つ
的
確
に
機
能
す
る
た

め
、
消
防
施
設
・
装
備
の
充
実
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員

の
確
保
、
自
主
防
災
隊
の
活
動
支

援
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
消
防
防

災
体
制
の
確
立
を
図
り
、
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

地
域
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

施策

２

平
成
５
年
度
に
整
備
さ
れ
た
清
掃
セ
ン

平
成
５
年
度
に
整
備
さ
れ
た
清
掃
セ
ン

タ
ー
（
元
町
）
。
施
設
の
延
命
化
に
向

タ
ー
（
元
町
）
。
施
設
の
延
命
化
に
向

け
て
大
規
模
改
修
を
行
い
ま
す

け
て
大
規
模
改
修
を
行
い
ま
す

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域

産
業
を
振
興
し
、
い
か
に
し
て
人

口
流
出
・
少
子
高
齢
化
に
起
因
す

る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

か
が
、
長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
い
て
、
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
呼
応
し
、
施
策
を
進
め

て
き
た
こ
と
で
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
全
体

の
人
口
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

今
ま
で
以
上
に
人
口
減
少
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
国
の
総
合
戦

略
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本
格
的
に
地

域
経
済
の
活
性
化
・
人
口
減
少
問

題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
町
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
の

拡
充
の
ほ
か
、
新
た
な
施
策
の
展

開
な
ど
に
よ
り
、「
安
心
し
て
住

み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
し
て
の
環

境
を
整
え
、
移
住
者
・
定
住
者
の

増
加
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、
平
成
27
年
度

に
「
ま
ち
」「
ひ
と
」「
し
ご
と
」

に
関
連
し
取
り
組
む
主
な
事
業
と

し
ま
し
て
は
、

▼
葛
巻
高
校
山
村
留
学
制
度
、
看

　

護
職
員
等
養
成
修
学
資
金
貸
付

　

制
度
な
ど
の
創
設
に
よ
る
人
材

　

育
成
・
確
保
対
策

▼
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
の
事
業
化
、

　

く
ず
ま
き
ブ
ラ
ン
ド
化
の
促
進
、

　

乳
製
品
加
工
施
設
整
備
に
向
け

　

た
調
査
、
商
店
等
設
備
更
新
支

　

援
事
業
の
拡
充
な
ど
に
よ
る
地

　

域
産
業
の
振
興

▼
各
世
代
ま
で
対
象
を
拡
げ
た
雇

　

用
促
進
奨
励
金
、
定
住
促
進
住

　

宅
の
整
備
な
ど
に
よ
る
移
住
定

　

住
対
策
の
推
進

▼
若
年
層
を
対
象
と
し
た
交
流
事

　

業
、
外
国
人
向
け
観
光
パ
ン
フ

　

レ
ッ
ト
作
成
な
ど
の
交
流
人
口

■
保
健
・
医
療
の
充
実

　

各
種
検
診
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
活

動
の
一
層
の
充
実
と
、
常
勤
医
師

の
確
保
対
策
、
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
な

ど
に
よ
り
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
と

の
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
地
域
医

療
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
地
域
医
療
の
中
核
施
設
と
な
る

　

葛
巻
病
院
の
早
期
着
工
・
完
成

　

と
医
療
機
器
の
充
実

▼
こ
れ
ま
で
の
特
定
健
診
・
健
康

　

診
査
に
、
糖
尿
病
予
備
群
の
早

　

期
発
見
、
塩
分
摂
取
量
の
項
目

　

を
新
た
に
追
加

▼
脱
・
脳
卒
中
を
目
指
し
、
減
塩

　

料
理
本
を
作
成
し
、
全
戸
配
布

▼
健
康
の
推
進
、
病
気
の
早
期
予

　

防
・
発
見
な
ど
の
た
め
に
、
保

　

健
事
業
実
施
計
画
を
策
定

▼
看
護
師
な
ど
の
医
療
技
術
職
の

　

人
材
確
保
の
た
め
の
、
看
護
職

　

員
等
養
成
修
学
資
金
貸
付
制
度

健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

施策

１

　

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

▼
医
療
費
助
成
の
高
校
生
ま
で
の

　

拡
大
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ

　

ポ
ー
ト
助
成
の
創
設
、
保
育
園

　

年
長
児
・
第
３
子
以
降
の
保
育

　

料
無
料
化
の
継
続
な
ど
に
よ
る

　

子
育
て
支
援
の
充
実

な
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
人
口
減
少
対
策
は
、
町
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
国
・
県
、
さ
ら
に

は
移
住
・
定
住
者
の
受
け
皿
と
な

る
地
域
が
連
携
・
協
力
し
、
総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
施
策

早
期
着
工
・
完
成
に
向
け
用
地
整
備
が

早
期
着
工
・
完
成
に
向
け
用
地
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
葛
巻
病
院
の
建
設
予

進
め
ら
れ
て
い
る
葛
巻
病
院
の
建
設
予

定
地
定
地

各
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
減
塩
料
理

各
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
減
塩
料
理

教
室
。
塩
分
測
定
器
で
濃
度
を
確
認
し

教
室
。
塩
分
測
定
器
で
濃
度
を
確
認
し

な
が
ら
調
理
を
行
い
ま
す

な
が
ら
調
理
を
行
い
ま
す

３
月
３
月
1717
日
に
行
わ
れ
た
葛
巻
高
校
合
格

日
に
行
わ
れ
た
葛
巻
高
校
合
格

発
表
。
山
村
留
学
生
１
人
を
含
む

発
表
。
山
村
留
学
生
１
人
を
含
む
4747
人人

が
合
格
し
た

が
合
格
し
た
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■
農
業
の
振
興

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
安
全

で
高
品
質
な
農
畜
産
物
の
生
産
を

促
進
し
、
環
境
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
生
産
体
制
を
確
立
し
な
が

ら
、
効
率
的
で
収
益
性
の
高
い
農

業
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

に
つ
い
て
は
、
将
来
を
見
据
え
た
、

ゆ
と
り
あ
る
生
産
性
の
高
い
経
営

体
の
育
成
と
、
高
品
質
生
乳
生
産

施
設
や
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ

る
熱
源
供
給
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

推
進
す
る
た
め
、
新
葛
巻
型
酪
農

構
想
の
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
利

用
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
後
継

者
や
新
規
就
農
者
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

毎
年
、
企
業
の
森
で
開
催
さ
れ
て
い
る

毎
年
、
企
業
の
森
で
開
催
さ
れ
て
い
る

ト
リ
プ
ル
薪
フ
ェ
ス
タ
。
林
業
の
担
い

ト
リ
プ
ル
薪
フ
ェ
ス
タ
。
林
業
の
担
い

手
育
成
と
森
林
保
全
に
努
め
ま
す

手
育
成
と
森
林
保
全
に
努
め
ま
す

■
自
然
環
境
・
水
資
源
・
町
土
の
保

全
　

生
活
水
準
の
向
上
や
産
業
活
動

な
ど
の
進
展
、あ
る
い
は
広
域
化
・

局
地
化
す
る
不
測
の
災
害
な
ど
か

ら
、
町
の
持
つ
か
け
が
え
の
な
い

財
産
で
あ
る
自
然
環
境
を
守
る
た

め
、
森
林
が
持
つ
公
益
的
な
機
能

が
よ
り
高
度
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う

整
備
・
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、

町
民
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
の

治
山
・
砂
防
施
設
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

■
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

　

町
の
持
つ
豊
か
な
地
域
資
源
を

活
用
し
た
風
力
発
電
や
畜
ふ
ん
・

木
質
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
推
進

と
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害

発
生
時
の
拠
点
と
な
る
公
共
施
設

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

導
入
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を

は
じ
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対

す
る
町
民
の
意
識
の
高
揚
に
努
め

ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
社
会
体
育
館
、
小
中
学
校
へ
の

　

太
陽
光
発
電
設
備
・
蓄
電
池
の

　

導
入

▼
役
場
駐
車
場
に
お
け
る
電
気
自
動

　

車
用
急
速
充
電
器
の
運
用
開
始

▼
改
築
す
る
葛
巻
病
院
へ
の
自
立

　
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
設

　

備
の
導
入

資
源
を
生
か
し
た
産
業
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

施策

４
努
め
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
消
防
団
活
動
用
装
備
品
の
充
実

▼
新
た
に
消
防
団
員
確
保
対
策
に

　

向
け
た
助
成
金
の
交
付

▼
自
主
防
災
隊
の
活
動
用
備
品
の

　

整
備

▼
消
防
団
第
３
分
団
、
第
４
分
団

　

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

※
消
防
車
両
の
定
期
更
新
は
第
６

　

分
団
を
残
す
の
み
。

■
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
充
実

　

高
齢
化
に
伴
い
全
国
的
に
高
齢

者
が
事
故
・
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
る
と
と

も
に
、
情
報
化
社
会
や
交
通
環
境

の
進
展
に
伴
い
、犯
罪
が
広
域
化
・

多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
指
導
と
啓
発
活
動
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

環
境
を
守
り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

施策

３

《
主
な
事
業
》

▼
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見

　

通
し
と
農
業
の
有
す
る
多
面
的

　

機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る

　

計
画
の
策
定

▼
経
営
所
得
安
定
対
策
の
推
進

▼
菜
種
な
ど
の
地
域
振
興
作
物
の

　

栽
培
奨
励
・
生
産
拡
大
と
循
環

　

型
農
業
の
推
進

▼
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携

　

に
よ
る
農
地
の
利
用
集
積
と
耕

　

作
放
棄
地
の
解
消

▼
粗
飼
料
自
給
率
の
向
上
に
よ
る

　

足
腰
の
強
い
畜
産
基
盤
の
確
立

　

と
原
発
事
故
に
係
る
牧
草
地
の

　

除
染
対
策

▼
い
わ
て
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

　

ラ
ン
実
践
支
援
事
業
を
活
用
し
、

　

低
コ
ス
ト
育
成
牛
舎
、
粗
飼
料

　

生
産
機
械
の
導
入

▼
10
年
ぶ
り
に
北
海
道
で
開
催
さ

　

れ
る
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

　

進
会
へ
向
け
た
出
品
対
策

■
林
業
の
振
興

　

公
益
的
機
能
が
発
揮
で
き
る
森

林
整
備
を
進
め
、
森
林
資
源
循
環

を
重
視
し
た
林
業
経
営
を
推
進
す

る
た
め
、
森
林
整
備
事
業
へ
の
町

単
独
の
嵩
上
げ
補
助
や
林
道
・
作

業
路
網
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
地
場
産
材
の
利
用
促
進
・

流
通
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
と
の
交
流
を
促
進

し
、
森
林
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
拡

大
や
、
林
業
の
担
い
手
の
育
成
と

地
域
資
源
で
あ
る
森
林
の
保
全
と

活
用
に
努
め
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
町
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構

　

築
と
利
用
拡
大

▼
森
林
保
全
特
別
対
策
事
業
の
実

　

施
▼
林
道
鰻
沢
線
の
排
水
路
整
備

▼
林
道
安
孫
・
平
糠
線
な
ど
５
路

　

線
の
県
代
行
事
業
の
実
施

▼
星
野
地
区
の
治
山
ダ
ム
工
事
と

　

上
外
川
地
区
の
保
安
林
整
備
の

　

実
施

■
農
林
産
物
加
工
の
振
興

　

安
全
で
安
心
な
高
品
質
の
原
料

を
加
工
す
る
こ
と
で
付
加
価
値
を

高
め
、
商
品
の
充
実
と
販
路
の
拡

大
に
よ
り
、
消
費
者
か
ら
高
い
支

持
が
得
ら
れ
る
「
く
ず
ま
き
ブ
ラ

ン
ド
」
の
定
着
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
や
加
工
グ
ル
ー
プ

な
ど
に
よ
る
地
域
資
源
や
伝
統
技

術
を
生
か
し
た
農
林
産
物
の
加
工

と
商
品
化
を
促
進
す
る
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
乳
製
品
加
工
施
設
の
整
備
に
係

　

る
調
査
事
業

■
商
工
業
の
振
興

　

経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
な
ど
が
続
く
と
と
も
に
郊
外
型

大
型
店
の
出
店
な
ど
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
商
工

会
な
ど
の
組
織
や
商
業
経
営
者
の

支
援
を
行
い
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
魅
力
あ
る
中
心
商
店
街

の
整
備
推
進
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
資
源
や
特
性
を
生

か
し
、
農
業
、
観
光
な
ど
他
産
業

と
の
連
携
を
促
進
し
、
地
場
産
業

の
振
興
と
活
性
化
、
企
業
誘
致
な

ど
、
若
者
が
定
住
で
き
る
環
境
の

構
築
に
努
め
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
中
小
企
業
向
け
の
資
金
融
資
利

　

子
の
補
給
制
度
の
創
設

▼
商
店
等
設
備
更
新
支
援
事
業
、

　

く
ず
ま
き
型
持
続
可
能
な
産
業

　

づ
く
り
支
援
事
業
の
助
成
内
容
、

　

対
象
事
業
の
拡
大

■
観
光
の
振
興

　

町
の
持
つ
多
自
然
居
住
型
資
源

と
農
林
、
畜
産
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
と
の
連
携
を
図
り
、
地
域
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

よ
り
多
様
化
す
る
観
光
志
向
に
対

応
し
た
体
験
・
滞
在
型
観
光
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
急
増
す
る
外

国
人
観
光
客
、
田
舎
志
向
の
首
都

圏
在
住
者
な
ど
を
呼
び
込
み
、
移

住
定
住
人
口
の
拡
大
と
特
産
品
・

地
場
産
品
な
ど
の
物
産
振
興
に
相

乗
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

《
主
な
事
業
》

▼
若
年
層
の
旅
行
需
要
喚
起
と
移

　

住
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

　

く
ず
ま
き
「
ミ
ワ
ク
」
の
町
交

　

流
事
業
を
展
開

▼
急
増
す
る
外
国
人
の
誘
客
と
受

　

け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
図
る
た

　

め
、
外
国
人
観
光
客
向
け
の
観

　

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成

▼
都
市
部
の
観
光
客
ニ
ー
ズ
に
対

　

応
す
る
た
め
、
く
ず
ま
き
交
流

　

館
プ
ラ
ト
ー
の
ト
イ
レ
洋
式
化
、

　

ふ
れ
あ
い
宿
舎
グ
リ
ー
ン
テ
ー

　

ジ
の
長
寿
命
化
改
修
に
向
け
た

　

調
査
業
務

■
雇
用
機
会
の
確
保

　

雇
用
の
場
が
少
な
い
こ
と
が
人

口
流
出
の
一
因
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
や
林

業
を
中
心
に
、
農
業
、
商
工
業
の

振
興
を
図
り
雇
用
の
場
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、
環
境
や
福
祉
な
ど

需
要
が
増
大
す
る
分
野
で
の
起
業

化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
盛
岡

広
域
市
町
と
の
連
携
に
よ
る
企
業

誘
致
に
努
め
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の

促
進
に
努
め
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
各
年
代
の
雇
用
を
促
し
、移
住
・

　

定
住
し
や
す
い
環
境
を
構
築
す

　

る
た
め
、
雇
用
促
進
奨
励
金
の

　

対
象
を
拡
大

町
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
出
品
牛

町
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
出
品
牛

を
リ
ー
ド
す
る
未
来
の
酪
農
家
た
ち
。

を
リ
ー
ド
す
る
未
来
の
酪
農
家
た
ち
。

新
葛
巻
型
酪
農
構
想
の
事
業
化
に
向
け

新
葛
巻
型
酪
農
構
想
の
事
業
化
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

く
ず
ま
き
高
原
牧
場
の
太
陽
光
発
電
設

く
ず
ま
き
高
原
牧
場
の
太
陽
光
発
電
設

備
。
地
区
セ
ン
タ
ー
や
学
校
な
ど
、
公

備
。
地
区
セ
ン
タ
ー
や
学
校
な
ど
、
公

共
施
設
へ
の
設
置
を
進
め
ま
す

共
施
設
へ
の
設
置
を
進
め
ま
す

昨
年
、
全
国
消
防
操
法
大
会
初
出
場
し

昨
年
、
全
国
消
防
操
法
大
会
初
出
場
し

た
第
た
第
1414
分
団
。
消
防
団
員
の
確
保
に
向

分
団
。
消
防
団
員
の
確
保
に
向

け
、
各
分
団
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

け
、
各
分
団
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す

し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
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人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
地
域
活
動
の
停
滞
と
活
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
で
、
社

会
情
勢
や
意
識
の
変
化
に
伴
い
、

住
民
ニ
ー
ズ
が
高
度
化
、
多
様
化

し
て
き
て
お
り
、
町
民
が
協
力
し

合
い
な
が
ら
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

を
強
化
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住

民
参
画
の
機
会
を
創
出
し
、
住
民

視
点
を
一
歩
先
ゆ
く
行
財
政
運
営

に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
と
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
老
朽
化

対
策
、
設
備
更
新
、
周
辺
環
境
整

備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
計
画
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
星
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
水

　

洗
化
工
事
、
象
鼻
会
館
ト
イ
レ

　

の
洋
式
化
工
事

▼
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
駐
車
場
の

　

舗
装
工
事

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

施策

７
■
結
び
に

　

平
成
27
年
度
は
、
町
総
合
計
画

基
本
構
想
、
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
、
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
の

地
方
創
生
に
対
応
す
る
「
地
方
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
28
年
１
月
か

ら
、
順
次
、
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
の
分
野
に
お
け
る
行
政
手

続
に
お
い
て
、
効
率
的
に
情
報
を

管
理
し
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す

る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に

ス
タ
ー
ト
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
新

た
な
施
策
に
も
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
く
と
と
も
に
、
震
災
復
興

支
援
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
な

ど
継
続
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

内
容
の
充
実
・
拡
充
な
ど
を
検
討

し
、
さ
ら
に
一
歩
先
ゆ
く
取
り
組

み
が
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
人
一

人
が
行
政
の
プ
ロ
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
先
人

が
苦
難
を
克
服
し
築
き
上
げ
て
き

た
歴
史
・
文
化
・
風
土
な
ど
を
守
り
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
次
の
世
代
を

生
き
る
町
民
が
幸
せ
を
実
感
で
き

る
確
か
な
未
来
を
築
く
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
町

民
の
皆
さ
ん
と
積
み
重
ね
て
き
た

60
年
の
歩
み
を
共
に
祝
い
、「
今と

き

を
つ
な
い
で
未
来
へ
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
一
歩
先
ゆ
く
山

村
と
し
て
、
各
種
記
念
事
業
や
新

た
な
取
り
組
み
な
ど
を
展
開
し
、

一
年
間
を
通
し
て
60
周
年
を
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
盛
り
上
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

平成27年度 施政方針

■
交
通
・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

　

住
民
の
暮
ら
し
の
利
便
性
、
安

全
性
、
快
適
性
の
向
上
と
豊
か
な

生
活
環
境
を
創
造
し
、
地
域
の
活

性
化
を
支
援
す
る
た
め
、
幹
線
道

路
網
と
生
活
関
連
道
路
網
の
整
備

促
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
全
国
的
に
路
線
バ
ス
の
利
用

者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
町
民

の
利
便
性
の
確
保
と
負
担
軽
減
を

し
つ
つ
、
効
率
的
な
バ
ス
運
行
に

よ
り
、
生
活
路
線
バ
ス
の
維
持
に

努
め
ま
す
。

　

情
報
化
社
会
が
進
展
す
る
中
、

当
町
に
お
い
て
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
情
報
通

信
基
盤
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
分
野
に
お
け
る
利
活
用
策
の
検

交
流
を
広
げ
、
誇
り
を
持
っ
て
情
報
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り

施策

６
■
教
育
の
充
実

　

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
特
性

や
地
域
の
実
態
な
ど
を
把
握
し
、

「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
と
れ
た

教
育
と
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
生
き

る
力
を
育
み
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
学
力
の
定
着
、
体
力
・
運
動
能

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
児
童
館
、

認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
園
、
小
学

校
、
中
学
校
、
高
校
の
連
携
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
教
育
施
設
の

充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来

の
夢
を
持
て
る
機
会
の
創
出
と
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
保
育
園
、
児
童
館
の
年
長
児
に

　

対
す
る
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
の
継

　

続
▼
老
朽
化
が
激
し
い
、
江
刈
小
学

　

校
校
舎
の
改
築
工
事

▼
耐
震
上
問
題
の
あ
る
教
育
施
設

　

の
補
強
工
事

▼
葛
巻
高
校
山
村
留
学
の
受
け
入

　

れ
体
制
の
構
築

▼
葛
巻
高
校
存
続
と
魅
力
あ
る
学

　

校
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

■
生
涯
学
習
の
充
実

　

町
民
一
人
一
人
の
学
習
ニ
ー
ズ

や
目
的
に
応
じ
た
学
習
を
推
進
し
、

生
涯
に
わ
た
り
、あ
ら
ゆ
る
機
会
・

場
所
に
お
い
て
学
習
で
き
、
そ
の

成
果
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
機

会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
高
年
者
が
持
つ
知
識

や
経
験
、
技
術
な
ど
を
地
域
に
還

元
で
き
る
環
境
を
整
え
、
地
域
文

化
や
伝
統
・
芸
能
な
ど
を
、
次
の

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
や
、
活
動
成
果
を
発
表
す

る
場
の
拡
充
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進

　

町
民
が
生
涯
を
通
じ
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し

み
な
が
ら
、
健
康
増
進
と
体
力
向

上
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
指
導
者
の
養
成
や

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
拡
充
を
図
る
と

と
も
に
、
新
た
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
通

じ
、
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を

展
開
し
、
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
開
催
さ

れ
る
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
正

式
種
目
の
軟
式
野
球
競
技
、
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
会
場
地
と

し
て
、
施
設
の
改
修
と
受
け
入
れ

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
２
年
目
と
な
る
総
合
運
動
公
園

　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
の
早

　

期
完
成
と
記
念
事
業
の
実
施

▼
希
望
郷
い
わ
て
国
体
軟
式
野
球

　

競
技
の
会
場
と
な
る
総
合
運
動

　

公
園
野
球
場
の
改
修
事
業

▼
希
望
郷
い
わ
て
国
体
葛
巻
町
実

　

行
委
員
会
の
活
動
支
援

人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

施策

５
討
を
さ
ら
に
進
め
、
効
率
的
・
効

果
的
な
運
用
に
努
め
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
町
道
茶
屋
場
田
子
線
、
町
道
愛

　

羅
瀬
線
、
町
道
町
裏
線
、
町
道

　

葛
巻
浦
子
内
線
の
改
良
事
業

▼
土
谷
川
地
区
の
携
帯
電
話
不
感

　

地
域
の
解
消

▼
主
要
観
光
施
設
、
体
育
施
設
へ

　

の
公
衆
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

　

ス
テ
ム
の
整
備

■
交
流
、
連
携
の
推
進

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進

行
す
る
中
、
町
が
持
っ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た

良
さ
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
な

が
ら
、
都
市
部
と
の
交
流
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
住
環
境
、
雇
用
、

助
成
制
度
な
ど
定
住
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
地
域
と

連
携
し
た
移
住
・
定
住
者
の
受
け

入
れ
環
境
の
構
築
を
さ
ら
に
強
化

し
ま
す
。

《
主
な
事
業
》

▼
中
心
市
街
地
に
お
け
る
交
流
拠

　

点
整
備
に
向
け
た
調
査
業
務

▼
移
住
・
定
住
者
の
受
け
入
れ
を

　

促
進
す
る
た
め
の
住
宅
整
備

下
町
地
区
の
定
住
促
進
住
宅
。
移
住
・

下
町
地
区
の
定
住
促
進
住
宅
。
移
住
・

定
住
者
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

定
住
者
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
た
め
整
備
を
進
め
ま
す

る
た
め
整
備
を
進
め
ま
す

昭
和
昭
和
3838
年
度
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化
が

年
度
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化
が

激
し
い
江
刈
小
学
校
校
舎
の
改
築
工
事

激
し
い
江
刈
小
学
校
校
舎
の
改
築
工
事

を
行
い
ま
す

を
行
い
ま
す

完成予想図

陸上用トラック舗装や人工芝化など、総合運動公園多目的グ陸上用トラック舗装や人工芝化など、総合運動公園多目的グ
ラウンドは高い競技性能を備えた競技場に生まれ変わりますラウンドは高い競技性能を備えた競技場に生まれ変わります
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就
学
前
教
育
の
充
実

　

昨
年
度
か
ら
保
育
園
の
年
長
児

を
対
象
に
バ
イ
オ
リ
ン
指
導
を
取

り
入
れ
て
お
り
ま
す
。
園
児
の
情

操
教
育
と
併
せ
、
感
性
を
磨
き
創

造
力
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
に
取

り
入
れ
た
も
の
で
す
が
、「
町
の

連
合
音
楽
会
」「
子
ど
も
の
未
来

を
考
え
る
町
民
の
つ
ど
い
」
で
の

演
奏
な
ど
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
児
童
館
の
園
児
も
含
め

て
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　
「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
経
営
」

「
地
域
の
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学

校
・
高
校
の
連
携
に
よ
る
教
育
活

動
」「
ふ
る
さ
と
学
習
」
３
つ
の

視
点
か
ら
の
「
葛
巻
キ
ャ
ン
パ
ス

構
想
」
で
教
職
員
、
保
護
者
、
地

域
住
民
、
教
育
委
員
会
が
協
働
し

て
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
や
東
京
大

学
教
育
学
部
の
支
援
に
よ
る
教
職

員
研
修
や
児
童
生
徒
の
体
験
学
習

の
充
実
を
図
り
、学
力
向
上
と「
生

き
る
力
」
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
屋
瀬
小
学
校
校
舎
、

江
刈
中
学
校
校
舎
お
よ
び
体
育
館

の
耐
震
補
強
工
事
を
進
め
る
と
と

も
に
、
老
朽
化
が
著
し
い
江
刈
小

学
校
校
舎
の
改
築
工
事
に
も
着
手

し
、
生
徒
の
安
心
・
安
全
な
学
校

生
活
を
確
保
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
充
実

  

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
第
７

次
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
実
践
を

通
じ
、
町
民
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ

や
目
的
に
応
じ
た
学
習
を
推
進
し
、

生
涯
に
わ
た
り
、あ
ら
ゆ
る
機
会
・

場
所
に
お
い
て
学
習
で
き
、
そ
の

成
果
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
機

会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
各
種
文
化
団
体
、
葛
巻
福

祉
大
学
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
発
表
の
機
会
、

さ
ら
に
は
優
れ
た
芸
術
文
化
に
ふ

れ
あ
う
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

  

ま
た
、
公
民
館
図
書
管
理
シ
ス

テ
ム
を
更
新
し
、
公
民
館
の
図
書

情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公

開
す
る
な
ど
、
よ
り
利
用
し
や
す

い
公
民
館
図
書
室
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進

  

町
民
が
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し

み
な
が
ら
、
健
康
増
進
と
体
力
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
指
導
者
の
養
成
や
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
策

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
通
じ
て
、

積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
展
開

し
、
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

改
修
中
の
総
合
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
６
月
に
完
成
い

た
し
ま
す
。
葛
巻
町
60
周
年
記
念

事
業
と
併
せ
て
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
町
民
の
皆
さ

ま
が
ス
ポ
ー
ツ
と
ふ
れ
合
う
場
を

提
供
し
ま
す
。

  

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
開
催
さ

れ
る
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
正

式
種
目
の
軟
式
野
球
競
技
、
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
会
場
地
と

し
て
、
施
設
の
改
修
と
受
け
入
れ

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

地
域
文
化
の
創
造
と
歴
史
や

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
施
策

　

保
育
園
や
小
中
学
校
に
お
け
る

俳
句
教
室
と
「
私
の
一
句
・
町
民

俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
、

情
操
教
育
や
芸
術
感
性
を
磨
く
一

つ
と
し
て
定
着
し
て
い
く
よ
う
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
巻
小
学
校
に
移
転
展

示
し
た
民
俗
資
料
は
、
文
化
遺
産

と
し
て
保
存
し
て
い
く
こ
と
と
、

学
校
教
育
教
材
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
地
域
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
に
つ

き
ま
し
て
も
、
伝
承
活
動
や
記
録

保
存
に
取
り
組
み
ま
す
。

平成27年度 教育行政方針

教
育
行
政
方
針

１
月
に
町
郷
土
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会

１
月
に
町
郷
土
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会

が
初
開
催
し
た
発
表
会
。
郷
土
芸
能
の

が
初
開
催
し
た
発
表
会
。
郷
土
芸
能
の

伝
承
の
た
め
記
録
保
存
を
進
め
ま
す

伝
承
の
た
め
記
録
保
存
を
進
め
ま
す

平
成
平
成
2828
年年
1010
月
２
日
〜
４
日
、
本
町
で

月
２
日
〜
４
日
、
本
町
で

行
わ
れ
る
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
の

行
わ
れ
る
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
の

軟
式
野
球
。
そ
の
会
場
と
な
る
総
合
運

軟
式
野
球
。
そ
の
会
場
と
な
る
総
合
運

動
公
園
野
球
場
の
改
修
を
行
い
ま
す

動
公
園
野
球
場
の
改
修
を
行
い
ま
す

　

鈴
木
町
長
の
施
政
方
針
演
述
に
続
き
、
千
葉

洋
一
教
育
委
員
長
が
述
べ
た
教
育
行
政
方
針
の

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

〔11〕〔11〕平成27年４月１日・広報くずまき平成27年４月１日・広報くずまき

一般会計  11年ぶりに55億円超
　一般会計は、清掃センター大規模改修事
業、町道茶屋場田子線道路改良事業、公共施
設再生可能エネルギー等導入事業などの大型
事業により、11年ぶりに55億円を超え、総
額で58億167万円、前年度比５億8,163万円、
11.1％の増となる予算となっています。
　特別会計は、葛巻病院改築工事や江刈簡易
水道整備工事の本格化を受け、５つの会計の
合計は、31億1,371万円で、前年度比8.6％
の増となり、一般会計を合わせた予算総額は、
89億1,538万円で、前年度比８億2,720万円、
10.2％の増となっています。
　また、江刈小学校校舎改築事業、総合運動
公園多目的グラウンド改修事業の２年度目な
どは、有利な財源による整備を推進するため、
平成26年度補正予算に計上し平成27年度に
繰り越される事業費は12億4,807万円で、一
般会計の当初予算と繰越事業を合わせると、
70億4,974万円となり、創意工夫を凝らした
予算編成となっています。　

自主財源
13.9％
自主財源
13.9％
自主財源
13.9％

依存財源 86.1％依存財源 86.1％依存財源 86.1％

地方交付税 30億1,000万円
（51.9％）

地方交付税 30億1,000万円
（51.9％）

地方交付税 30億1,000万円
（51.9％）

国・県庫支出金
8億6,659万円
（14.9％）

国・県庫支出金
8億6,659万円
（14.9％）

国・県庫支出金
8億6,659万円
（14.9％）

分担金・負担金
6,232万円
（1.1％）

分担金・負担金
6,232万円
（1.1％）

分担金・負担金
6,232万円
（1.1％）
使用料・手数料
5,366万円
（0.9％）

使用料・手数料
5,366万円
（0.9％）

使用料・手数料
5,366万円
（0.9％）
その他の自主財源
2億2,655万円
（3.9％）

その他の自主財源
2億2,655万円
（3.9％）

その他の自主財源
2億2,655万円
（3.9％）

その他の依存財源
1億4,710万円
（2.5％）

その他の依存財源
1億4,710万円
（2.5％）

その他の依存財源
1億4,710万円
（2.5％）

町債
9億7,170万円
（16.8％）

町債
9億7,170万円
（16.8％）

町債
9億7,170万円
（16.8％）

民生費
11億33万円
（19.0%）

民生費
11億33万円
（19.0%）

民生費
11億33万円
（19.0%）

公債費
6億4,256万円
（11.1%）

公債費
6億4,256万円
（11.1%）

公債費
6億4,256万円
（11.1%）

衛生費
12億1,528万円
（20.9%）

衛生費
12億1,528万円
（20.9%）

衛生費
12億1,528万円
（20.9%）

総務費
9億2,042万円
（15.8%）

総務費
9億2,042万円
（15.8%）

総務費
9億2,042万円
（15.8%）

農林水産業費
6億6,090万円
（11.4%）

農林水産業費
6億6,090万円
（11.4%）

農林水産業費
6億6,090万円
（11.4%）

土木費
3億9,846万円
（6.9%）

土木費
3億9,846万円
（6.9%）

土木費
3億9,846万円
（6.9%）教育費

4億2,849万円
（7.4%）

教育費
4億2,849万円
（7.4%）

教育費
4億2,849万円
（7.4%）

消防費
2億7,764万円
（4.8%）

消防費
2億7,764万円
（4.8%）

消防費
2億7,764万円
（4.8%）

その他
1億5,759万円
（2.7%）

その他
1億5,759万円
（2.7%）

その他
1億5,759万円
（2.7%）

町税
4億6,375万円
（8.0％）

町税
4億6,375万円
（8.0％）

町税
4億6,375万円
（8.0％）

一般会計当初予算　58億167万円 の内訳

会計名 予算額 伸び率

一般会計 58億 167万円 11.1％

特
別
会
計

国民健康保険事業勘定 12億6,160万円 14.8％
簡易水道事業 5億9,578万円 9.5％
農業集落排水事業 1億9,446万円 1.7％
後期高齢者医療事業 7,049万円 4.5％
国民健康保険病院事業 9億9,138万円 2.5％
　　　　計 31億1,371万円 8.6％

総合計 89億1,538万円 10.2％

会計別の予算額

歳入 歳出

前年度を約８億円（10.2％）上回る

総額
億円89

16
年
度

40億円

50億円

60億円

17
年
度

18
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

57.2

48.9
51.3

49.3
48.2

45.9
47.4 47.3

48.0
51.0

52.2

58.0

55億円

45億円

一般会計当初予算額の推移

平成27年度
当初予算
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一歩先ゆく取り組みを  積極的に展開します

詳しくは
　５月発行予定の
　　町民向け予算書で
　　　お知らせします。

★は新規事業、●は継続事業

 総務費
★葛巻町60周年記念事業    2,500万円　式典と記念イベン
　トの開催、オリジナルソングや記念品の製作など
★携帯電話鉄塔設置事業　4,640万円
　携帯電話の不感地域となっている土谷川地区に整備
★公衆無線ネットワークシステム整備事業　100万円
　主要な公共施設で利用者がインターネットに無線接続で
　きる環境を整備
●定住促進住宅整備事業　6,500万円
　移住、定住者の受け入れを促進するため住宅を整備
★葛巻高校山村留学事業    520万円　山村の機能を学ぶ場
　を提供するとともに、葛巻高校への進学率の向上を図る
●公共施設再生可能エネルギー等導入事業　1億2,800万円
　災害発生時に避難所となる公共施設に太陽光発電設備と
　充電池を導入（社会体育館、小屋瀬小学校、江刈中学校）
●自立・分散型エネルギー供給システム整備事業   1,800万円
　改築する葛巻病院に木質バイオマスなどの再生可能エネ
　ルギーを導入

  民生費
★高校生医療費助成事業    100万円　乳幼児・児童生徒の医
　療費助成を中学卒業までから高校卒業までに拡充
★子育て支援ハンドブック作成事業    20万円　保育サービ
　スや各種助成事業などの子育て関連情報を集約して提供
★マタニティライフサポート事業    170万円　妊婦健診に
　係る交通費や、出産準備に係る経費の一部を助成
●養護老人ホーム改築事業　2,700万円
　既存施設は41年経過。改築に向けて実施設計を行う

  衛生費
★清掃センター大規模改修事業　3億9,000万円
　既存施設は21年経過。平成41年度のごみ処理広域化に向
　け延命化を図る
★リサイクルセンター金属圧縮機更新事業　1,600万円
　現在の金属圧縮機は26年経過し、老朽化による不具合が
　生じている

  商工費
★中小企業振興資金融資利子補給事業　550万円
　金融機関が行う中小企業向けの融資について、利子と信
　用保証協会の保証料を補給
★くずまき「ミワク」の町交流事業　100万円
　県内の大学生を中心とした若年層の旅行需要の喚起と、
　地域づくりへの参画を促す
★グリーンテージ長寿命化対策調査事業　100万円
　21年が経過した施設の長寿命化に向けた調査検討

  土木費
●町道茶屋場田子線道路改良事業　1億5,000万円
　盛土、用地取得、移転補償
●町道葛巻浦子内線道路改良事業　1,500万円
　橋りょう設計
●町道町裏線道路改良事業　2,200万円
　路面・流雪溝改修
★町道愛羅瀬線道路改良事業　2,400万円
　舗装、用地取得

  消防費
★消防ポンプ自動車整備事業　4,400万円
　第３分団、第４分団に配備（現行車両は21年経過）
★消防団活動用装備品整備事業　316万円
　ヘッドライト、防塵マスク、銀長消防靴、トランシーバー
　などを配備
★消防団員確保対策助成事業　190万円
　消防団員の確保に向けて、各分団に対して充足率などに
　応じて活動費を助成
★自主防災隊装備品整備事業　85万円
　ヘルメット、反射ベスト、メガホンなどを配備

 農業集落排水事業特別会計
●町設置型浄化槽建設事業　3,619万円

  教育費
★江刈小学校改築事業　9,050万円
　既存の校舎は52年経過。平成28年度末の完成を目指す
★総合運動公園野球場改修事業    500万円
　平成28年度開催の希望郷いわて国体へ向けた改修
★希望郷いわて国体実行委員会補助金　130万円
　町民の気運を高める取り組みや、平成27年度わかやま国
　体の視察を行う

   簡易水道事業特別会計
●江刈簡易水道整備事業　3億7,200万円

  農林水産業費
●新くずまき型畜産体制構築事業    395万円　ゆとりある
　生産性の高い経営体の育成に向けた事業化を推進
●粗飼料生産基盤除染対策事業　1億4,000万円
　実施計画面積400ha。平成26年度までの実績531.34ha
●いわて地域農業マスタープラン実践支援事業費補助金
　3,600万円
　低コスト育成牛舎１棟、粗飼料生産機械13台整備予定
★全日本ホルスタイン共進会出品対策委員会補助金
　100万円
　会場は北海道安

あ

平
びら

町。出品者に対する助成10頭分など
★乳製品加工施設整備検討事業　150万円
　バター工房や菓子工房などの施設整備に向けた調査検討

★農業施設修繕事業    400万円　プラトーの暖炉煙突・トイ
　レ洋式化、森の館ウッディ暖炉煙突などの修繕
●森林保全特別対策事業    2,527万円　民有林の除間伐、　
　再造林、間伐材搬出、作業道補修などに対する助成
★農業委員会海外研修事業　200万円
　研修先はスイス（４月実施予定）
★地区センター改修事業　1,700万円
　各地区センター駐車場の舗装、星野センター水洗化、象
　鼻会館トイレ洋式化
●水洗化普及支援事業　1,375万円
　一般住宅のトイレの水洗化に係る経費の一部を補助。高
　齢者・障がい者世帯などは、補助率2/3（上限50万円）、　
　その他の世帯は1/2（上限37.5万円）

平成27年度
当初予算

   科目別に主主な事業をを紹介介

快適な住まいづくりを応援します！（２つの事業を併用すると最高で65万円の補助）

　町独自の補助金制度をご活用ください　

商工業者の経営を支援します！（低利な融資制度を新設、設備導入や人材育成を支援）
人材育成や新分野開拓を支援

くずまき型持続可能な産業づくり支援事業
■対象者　町内の商工業者など
■事業内容　①ものづくり人材育成事
　業　②経営品質向上事業　③後継者
　育成事業　④起業家支援事業　⑤電
　子化推進事業　⑥新分野開拓・連携
　支援事業
■補助金額　対象経費の1/2 ～ 2/3以
　内で、上限は事業内容により50万円
　～ 200万円
※実施前に補助金申請が必要です。
問総務企画課 ☎66-2111 内線225

低利融資と利子・保証料を補給
葛巻町中小企業振興資金融資制度

■対象者　町内の商工業者
■融資の限度額と期間
　運転資金＝1,000万円以内(5年以内)
　設備資金＝1,000万円以内(7年以内)
■利子補給率と保証料補給額
　利子補給＝年1.5％　保証料＝全額
■申し込み先
　岩手銀行葛巻支店 ☎66-2211　
　盛岡信用金庫葛巻支店 ☎66-3311
問総務企画課 ☎66-2111 内線225
　町商工会 ☎66-2658、上記金融機関

設備導入や店舗改装を支援
葛巻町商店等設備導入支援事業

■対象事業者　町内において小売業、
　飲食サービス業、生活関連サービス
　業を10年以上営む個人事業主または
　資本金1,000万円以下の法人
■対象となる設備更新　①機器・設備
　取得の合計が10万円以上　②店舗リ
　フォーム工事が30万円以上
■補助金額　対象経費の2/3以内で、
上限は666,000円
※実施前に補助金申請が必要です。
問総務企画課 ☎66-2111 内線225

住宅の改修工事費の一部を補助（最高15万円）
葛巻町快適な住まいづくり応援事業

■対象者　町内に住所があり、対象住宅に居住している
　当該住宅の所有者または同居している人（過去に当該事業
　または住宅リフォーム応援事業による補助を受けていない人）
■対象住宅　自己の居住用で、　建築後５年以上経過した
　住宅　※賃貸住宅は対象外
■対象工事　町内の事業者による施工で、工事費が30万
　円以上
■補助金額　工事費の５分の１以内で、上限は15万円
　　　　　　（くずまき商品券で交付）
※工事着手の15日前までに補助金申請が必要です。

問総務企画課 ☎66-2111 内線225

トイレの水洗化工事費の一部を補助（最高50万円）
葛巻町水洗化普及支援事業（補助金額がアップ）

■対象者　町内に対象住宅を所有している人
■対象住宅　①居住用住宅　②店舗併用住宅
　　　　　　※住宅の新築は対象外
■対象工事　水洗化に伴う給排水工事、水洗便器の設置、
　トイレなどの関連する部分の改修工事
■補助金額（くずまき商品券で交付）
　 ▼一般世帯　工事費の1/2以内で、上限は37.5万円
　 ▼高齢者・障がい者・ひとり親などの世帯
　　工事費の2/3以内で、上限は50万円
※工事着手の10日前までに補助金申請が必要です。

問建設水道課 ☎66-2111 内線242

昨年度の町民向け予算書
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新
た
な
子
育
て
支
援
計
画

そ
の
内
容
は
？

　

町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま

で
の
５
年
間
の
子
育
て
支
援
計
画
を
定
め

ま
し
た
。

　

子
育
て
の
主
体
と
責
任
は
、
保
護
者
と

家
庭
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
社
会
や
学
校
、

職
場
な
ど
、
子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く

環
境
全
て
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
深

い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
計
画
で
は
、「
安
心
し
て
生
み
、

子
育
て
・
子
育
ち
が
楽
し
い
ま
ち　

く
ず

ま
き
」
を
基
本
理
念
に
、
保
護
者
や
家
庭

の
み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
全
体
で
子
育
て

を
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
町
を
目
指
し
ま

す
。
計
画
で
は
、
次
の
点
を
基
本
的
姿
勢

と
し
て
い
ま
す
。

❶
子
育
て
支
援
は
、
子
ど
も
た
ち
の
利
益

　

を
最
優
先
と
し
ま
す
。

❷
家
庭
の
子
育
て
や
親
子
の
関
わ
り
を
重

　

視
し
、
親
子
が
と
も
に
成
長
す
る
取
り

　

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

❸
保
育
や
幼
児
教
育
な
ど
、
質
の
高
い
サ

　

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

❹
子
育
て
を
、
家
庭
の
み
な
ら
ず
、
地
域

　

社
会
全
体
で
支
え
ま
す
。

❺
育
児
困
難
を
抱
え
る
家
庭
に
、
き
め
細

　

や
か
な
支
援
を
し
ま
す
。

❻
町
の
特
性
を
活
か
し
た
葛
巻
ら
し
い
子

　

育
て
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
姿
勢
の
も
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
子

育
て
支
援
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場
な
ど
の
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
く
よ
う
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

親
子
の
絆
を
大
切
に

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す
る
一
方
で
、

子
ど
も
が
家
庭
で
過
ご
す
時
間
や
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が
減
少
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
期
か
ら
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
中
心
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
親
子
の
絆
の
大
切
さ
や
、
家

庭
教
育
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
た
め
の

研
修
会
な
ど
を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
団
体

と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や
体
験
学
習
、
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
親
子
参
加
型
の
事

業
や
行
事
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

国
の
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト

保
育
園
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
国
の
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
保
育
園
の
利
用
は
、「
家

庭
で
の
保
育
に
欠
け
る
」
か
が
判
断
の
基

準
で
し
た
。
新
制
度
で
は
、
下
表
の
と
お

り
、
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
子
ど
も
を

３
つ
の
区
分
に
分
類
し
、町
か
ら
「
認
定
」

を
受
け
、
保
育
園
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
利
用

手
続
き
な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま
す
が
、
現

在
利
用
し
て
い
る
保
育
の
サ
ー
ビ
ス
は
従

前
ど
お
り
変
わ
ら
ず
利
用
で
き
ま
す
。

新たな保育園の利用者区分

安心して生み、  子育て・子育ちが楽しいまちを目指します

４月から さらに充実
子育て支援

子育て中の親子が気軽に集い、
遊びに来る「子育てサロン」。毎
週火曜日、保健センターで開催
しています。子ども同士で遊ん
だり、子育て中のお母さんがお
しゃべりを楽しんだり、親子共
にたくさんの友達の輪が広がり
ます。いつでもお気軽に遊びに
来てください。

平成27年度から平成27年度から
新たに始まる・さらに充実する新たに始まる・さらに充実する
葛巻町独自の子育て支援事業葛巻町独自の子育て支援事業

問健康福祉課 ☎66-2111 内線152

妊婦さんを支援します！
マタニティライフサポート金を交付（５万円）
　出産前に必要な物品の購入費や妊婦健診時の交通費など、
出産前の生活を支援するため、マタニティライフサポート金
５万円を交付します。▲

対象者　４月１日現在、町内に住所があり、実際に町内で
　生活している妊婦。なお、４月２日以降に妊娠された方は
　随時、申請を受け付けます。▲

手続き方法　対象者には、町から申請書を送付しますので、
　必要事項を記入の上、健康福祉課へ提出してください。

医療費無料化を高校生まで拡大（８月～）
　子どもの医療費無料の対象者は、平成26年度までは中学生
まででしたが、８月から高校生までに拡大します。
　手続きについては、７月に対象生徒の保護者に個別にお知
らせします。

くずまキッズ予防接種事業の助成額を拡大
　１つの予防接種ワクチンが完了するまでにかかる自己負担
が、3,000円未満となるよう助成額をさらに拡大します。▲

対象ワクチン　ロタテック、ロタリックス、Ｂ型肝炎、お
　たふくかぜ、水ぼうそう、麻しん風しん、インフルエンザ▲

詳しくは、27ページをご覧ください。

放課後児童保育を６年生まで拡大
　放課後児童保育の利用を、これまでの小学校３年生までか
ら、６年生までに拡大します。夏休みや冬休みなど、学校の
長期休業の間のみ利用することも可能です。
　放課後児童保育の利用についてのご相談は、各保育園およ
び児童館で随時受け付けます。

子育て支援ガイドブック作成
　町の子育てに関する情報を分かりやすくお伝えするガイド
ブックを作成し、全ての子育て家庭に配布します（10月予定）。
　妊婦や乳幼児の各種健診や保育サービスなど町のお知らせ
のほか、スポーツ少年団や、各種習い事ができる教室など、
民間の子育て情報も集約して提供します。

保育料の無料化を継続（年長児・第３子以降）
　保育園における年長児と第３子以降の保育料の無料化を継
続します。

１号
認定

満３歳以上で、保育を必要とし
ない家庭（認定子ども園）

２号
認定

満３歳以上で、保護者の就労な
どにより、保育を必要とする家
庭（保育園）

３号
認定

満３歳未満で、保護者の就労な
どにより、保育を必要とする家
庭（保育園）
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４
月
１
日
発
令
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
町

職
員
は
42
人
が
異
動
、
10
人
が
退
職
し
ま
し
た
。
国
の
地

方
創
生
人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
、
参
事
兼
農
林
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
課
長
に
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
政
策
課
企
画
官

の
中
村
輝
実
さ
ん(

43)
が
着
任
し
た
ほ
か
、
葛
巻
病
院
内

科
長
に
本
多
勇
希
さ
ん(
32)
が
着
任
し
ま
し
た
。
盛
岡
中

央
消
防
署
葛
巻
分
署
は
４
人
、
岩
手
警
察
署
葛
巻
駐
在
所

は
２
人
が
異
動
し
ま
し
た
。
※
（   
）
内
は
前
職

畜
産
係
長　

松
浦
利
明
（
同
農
政

振
興
室
長
兼
畜
産
係
長
）
▼
建
設

水
道
課
主
幹
兼
水
道
事
業
所
長　

青
名
畑
幸
彦（
同
水
道
事
業
所
長
）

▼
葛
巻
病
院
内
科
長　

本
多
勇
希

（
新
採
用
）
▼
葛
巻
病
院
看
護
師

長　

鳩
岡
美
也
子
（
同
副
看
護
師

長
兼
介
護
支
援
専
門
員
）
▼
教
育

委
員
会
事
務
局
教
育
次
長　

楢
木

幸
夫
（
住
民
会
計
課
住
民
室
長
兼

総
合
窓
口
係
長
）

室
長
級
（
12
人
）

▼
住
民
会
計
課
住
民
室
長
兼
総
合

窓
口
係
長　

遠
藤
陽
二
郎
（
公
民

館
長
補
佐
兼
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

▼
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
主
事

松
村
和
樹
（
総
務
企
画
課
主
事
）

▼
葛
巻
保
育
園
分
園
五
日
市
保
育

園
保
育
士　

中
嶋
祐
子
（
葛
巻
保

育
園
保
育
士
）

主
事
補
級
（
１
人
）

▼
建
設
水
道
課
主
事
補　

丸
山
卓

真
（
政
策
秘
書
課
主
事
補
）

新
採
用
（
３
人
）

▼
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
主
事

補　

千
葉
慎
也　

▼
葛
巻
病
院
作

業
療
法
士　

山
本
貴
昭　

▼
葛
巻

保
育
園
保
育
士　

大
崎
夏
美

補
佐
兼
管
理
係
長
）
▼
住
民
会
計

課
税
務
室
長
兼
出
納
室
長
兼
会
計

係
長　

觸
沢
誉
（
同
税
務
室
長
兼

出
納
室
長
）
▼
建
設
水
道
課
水
道

事
業
所
長
補
佐
兼
水
道
係
長
兼
水

道
技
術
管
理
者　

和
野
康
弘
（
同

副
主
幹
兼
水
道
係
長
兼
水
道
技
術

管
理
者
）
▼
健
康
福
祉
課
福
祉
推

進
室
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐　

千
葉
隆
則
（
同

福
祉
推
進
室
長
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼
介
護
係

長
）
▼
葛
巻
病
院
上
席
看
護
師　

遠
藤
幸
枝
（
同
主
任
看
護
師
）
▼

葛
巻
病
院
上
席
看
護
師　

打
田
内

牧
子
（
同
主
任
看
護
師
）
▼
葛
巻

病
院
上
席
看
護
師　

樋
ノ
口
江
里

子
（
同
主
任
看
護
師
）
▼
教
育
委

員
会
事
務
局
幼
児
学
校
教
育
室
長

大
川
原
洋
一
（
総
務
企
画
課
財
政

係
長
兼
行
政
改
革
係
長
）
▼
教
育

委
員
会
事
務
局
副
主
幹
兼
学
校
教

育
係
長　

松
尾
さ
ゆ
り
（
同
副
主

幹
兼
生
涯
学
習
係
長
）
▼
教
育
委

員
会
事
務
局
副
主
幹
兼
生
涯
学
習

係
長　

佐
々
木
浩
美
（
同
副
主
幹

兼
教
育
係
長
）
▼
葛
巻
保
育
園
長

兼
上
席
保
育
士
兼
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
放
課
後
児
童
ク
ラ

務
局
幼
児
教
育
係
長　

務
局
幼
児
教
育
係
長　

村
木
晋
介

村
木
晋
介

（
同
教
育
主
査
）

（
同
教
育
主
査
）

主
任
級
（
５
人
）

▼
総
務
企
画
課
付
主
任
岩
手
県
政

策
地
域
部
派
遣　

日
向
信
二
（
農

林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
主
任
）
▼

住
民
会
計
課
主
任　

橋
場
学
（
同

主
任
主
事
）
▼
葛
巻
病
院
主
任
看

護
師　

遠
藤
真
由
美（
同
看
護
師
）

▼
葛
巻
病
院
主
任
看
護
師　

大
久

保
寛
子
（
同
看
護
師
）
▼
葛
巻
病

院
主
任
看
護
師　

山
口
恵
美
（
同

看
護
師
）

退
職
者
（
３
月
31
日
付
・
10
人
）

〜
町
民
の
皆
さ
ん

　

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
〜

▼
鳩
岡
修
（
総
務
企
画
課
長
）　

▼
吉
澤
信
也
（
健
康
福
祉
課
長
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
山
本
雅
彦
（
葛
巻
病
院
院
長
）

▼
藤
巻
大
亮（
葛
巻
病
院
内
科
長
）

▼
川
戸
清
美
（
教
育
委
員
会
事
務

局
主
幹
兼
幼
児
学
校
教
育
室
長
）

▼
千
葉
義
則
（
住
民
会
計
課
副
主

幹
）　

▼
中
崎
廣
子
（
葛
巻
保
育

園
長
兼
上
席
保
育
士
兼
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
所
長
）
▼
畑
中
節
代
（
葛

巻
保
育
園
分
園
五
日
市
保
育
園
長

参
事
級
（
１
人
）

▼
参
事
兼
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

課
長　

中
村
輝
実
（
農
林
水
産
省

大
臣
官
房
政
策
課
企
画
官
）

課
長
級
（
８
人
）

▼
総
務
企
画
課
長　

丹
内
勉
（
政

策
秘
書
課
長
）
▼
政
策
秘
書
課
長

山
下
弘
司
（
農
林
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
長
）
▼
健
康
福
祉
課
長
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

深
澤
口
和
則
（
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
次
長
兼
公
民
館
長
兼
総
合

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）
▼
農
林
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
主
幹
兼
農
政
振
興
室
長
兼

主
任
主
事
級
（
３
人
）

▼
総
務
企
画
課
主
任
主
事　

櫻
田

慎
（
同
課
付
主
任
主
事
岩
手
県
政

策
地
域
部
派
遣
）
▼
総
務
企
画
課

主
任
主
事　

八
重
樫
純（
同
主
事
）

▼
健
康
福
祉
課
付
主
任
主
事
盛
岡

北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣　

星
野

正
人
（
同
主
任
主
事
）

主
事
級
（
５
人
）

▼
総
務
企
画
課
主
事　

山
崎
佑
太

（
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
主
事
）

▼
住
民
会
計
課
付
主
事
岩
手
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣　

御
堂
地
翼
（
同
主
事
）
▼
健
康
福

祉
課
主
事　

柴
田
優（
同
主
事
補
）

ブ
所
長　

深
澤
口
久
美
子
（
葛
巻

保
育
園
分
園
江
刈
保
育
園
長
兼
上

席
保
育
士
）
▼
農
業
委
員
会
事
務

局
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

落
合
咲

子
（
同
副
主
幹
兼
総
務
係
長
）

係
長
級
（
４
人
）

▼
総
務
企
画
課
財
政
係
長
兼
行
政

改
革
係
長　

近
藤
桂
太
（
同
財
政

主
査
）
▼
総
務
企
画
課
定
住
対
策

主
査　

遠
藤
香
津
良
（
健
康
福
祉

課
福
祉
主
査
）
▼
健
康
福
祉
課
介

護
係
長　

星
野
誠
子
（
住
民
会
計

課
会
計
係
長
）
▼
教
育
委
員
会
事

人
事
異
動

　任期満了に伴う葛巻町国民健康保険運営協議会
委員の委嘱状交付式が２月25日、グリーンテー
ジで行われ、委員９人それぞれに鈴木重男町長が
委嘱状を手渡しました。
　運営協議会は、国民健康保険事業の運営に関す
る重要事項を審議する機関で、委員の任期は平成
28年12月31日までの２年間です。
　また、この日は、平成７年１月から平成26年
12月まで20年間の長きにわたり会長を務められ
た野中詣一さん（84歳、野中）に鈴木町長から
感謝状が贈られました。
■葛巻町国民健康保険運営協議会委員
　 ▼公益代表
　　会長　　　　　　和野喜一さん（再任）
　　会長職務代理者　神谷忠志さん（再任）
　　委員　　　　　　楢山道子さん（再任）
　 ▼保険医等代表
　　委員　西島康之さん（再任）
　　委員　遠藤憲正さん（再任）
　　委員　佐々木崇さん（新任）
　 ▼被保険者代表
　　委員　八橋　博さん（再任）
　　委員　村木佳子さん（再任）
　　委員　鈴木和子さん（新任）

委員９人を委嘱

▲鈴木町長から
委嘱状の交付を
受ける委員の皆
さん

▲鈴木町長から
感謝状の贈呈を
受ける前会長の
野中詣一さん

葛巻町国民健康保険運営協議会

前会長の野中詣一さ　
　んに感謝状

兼
上
席
保
育
士
）▼
中
田
愛
子（
葛

巻
病
院
上
席
看
護
師
）
▼
米
田
純

奈
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）

盛
岡
中
央
消
防
署
葛
巻
分
署

＝
転
入
＝

▼
分
署
長　

澤
口
睦
男
（
滝
沢
消

防
署
滝
沢
北
出
張
所
か
ら
）
▼
分

署
長
代
理　

村
井
亮
介
（
盛
岡
西

消
防
署
厨
川
出
張
所
か
ら
）
▼
分

所
長
代
理　

吉
永
大
介
（
紫
波
消

防
署
か
ら
）
▼
消
防
士　

田
澤
裕

也
（
新
採
用
）

＝
転
出
＝

▼
分
署
長　

高
橋
功
一
（
八
幡
平

消
防
署
へ
）
▼
分
署
長
代
理　

遠

藤
和
男
（
八
幡
平
消
防
署
へ
）
▼

分
署
長
代
理　

長
山
雄
二
（
八
幡

平
消
防
署
へ
）
▼
消
防
士
長　

田

中
亨
（
盛
岡
西
消
防
署
へ
）

岩
手
警
察
署
葛
巻
駐
在
所

＝
転
入
＝

▼
所
長　

髙
橋
剛
（
花
巻
警
察
署

か
ら
）

＝
転
出
＝

▼
所
長　

畠
山
和
夫
（
退
職
）

▼
巡
査
部
長　

五
日
市
圭
一
（
花

巻
警
察
署
へ
）



５月11日㊊
田の沢～茶屋場～四日市～江刈

消防分署となり広場 9:30 ～ 9:40

茶屋場自治会館 9:45 ～ 9:55

四日市コミュニティセンター 10:00 ～ 10:05

山伸水道事業所前 10:10 ～ 10:20

リサイクルセンター前 10:25 ～ 10:30

下上義光さん宅 10:35 ～ 10:45

大沢口橋 10:50 ～ 11:00

寺田公民館前 11:05 ～ 11:15

元江刈支所 11:20 ～ 11:35

泉田公民館 11:40 ～ 11:45

栗山集乳所 11:50 ～ 11:55

五日市生活改善センタ－ 13:00 ～ 13:05

山岸・公園前 13:10 ～ 13:15

日渡橋 13:20 ～ 13:30

車門公民館 13:35 ～ 13:40

西里バス停 13:45 ～ 13:50

遠矢場林業研修センタ－ 13:55 ～ 14:00

小屋瀬口バス停 14:05 ～ 14:10

旧馬淵小学校 14:15 ～ 14:20

馬淵農村婦人の家 14:25 ～ 14:35

狂犬病予防巡回注射を実施します
　狂犬病は犬だけでなく人に
も感染し、現在も全世界で数
万人の命を奪っている恐ろし
い病気です。もし、国内に狂
犬病が侵入しても、犬が予防
注射を受けていれば、感染は
広がることはありません。犬
も人も安心して暮らせるよう、
必ず犬に予防注射を受けさせ
ましょう。

５月14日㊍
江刈川～星野～浦子内～上外川～塚森
平庭自工前 9:30 ～ 9:40

江刈川橋 9:45 ～ 9:50

星野勝秋さん宅 10:00 ～ 10:05

上鍋倉バス停 10:10 ～ 10:15

下鍋倉バス停 10:20 ～ 10:30

鷹ノ巣公民館 10:35 ～ 10:40

馬場正美さん宅 10:45 ～ 10:55

星野生活改善センター 11:00 ～ 11:05

八幡勝幸さん宅 11:10 ～ 11:15

中村哲雄さん宅 12:50 ～ 12:55

森と風のがっこう 13:35 ～ 13:40

山中博道さん宅 13:45 ～ 13:50

外山利文さん宅 13:55 ～ 14:00

髙山清吉さん宅 14:05 ～ 14:10

千葉一博さん宅  14:25 ～ 14:30

鈴木賀津雄さん宅 14:45 ～ 14:50

鈴木鉄雄さん宅 14:55 ～ 15:00

外村広さん宅 15:05 ～ 15:10

５月12日㊋
田代～小屋瀬～元木～土谷川～吉ヶ沢
五葉窪バス停 9:30 ～ 9:35

黒森橋 9:40 ～ 9:45

九蔵坂バス停 9:50 ～ 9:55

旧農協小屋瀬支所  10:00 ～ 10:15

北陽重機前 10:20 ～ 10:25

志民沢バス停 10:30 ～ 10:40

元木バス停 10:45 ～ 10:55

吉田ツタさん宅 11:00 ～ 11:05

土谷川生活改善センタ－ 11:10 ～ 11:20

山本與八さん宅 11:25 ～ 11:30

瀧藤範さん宅 12:50 ～ 12:55

椛ノ木バス停 13:00 ～ 13:05

東舘光夫さん宅 13:10 ～ 13:15

西舘藤則さん宅 13:20 ～ 13:25

千葉正一郎さん宅 13:35 ～ 13:40

中家重夫さん宅 13:50 ～ 13:55

芳田馨さん宅 14:00 ～ 14:05

葛巻病院前堤防① 14:45 ～ 15:00

５月15日㊎
平船～小田～田野～冬部～田代～田子
抱石バス停 9:00 ～ 9:05

平船橋 9:10 ～ 9:15

古川戸橋 9:20 ～ 9:25

安孫沢入口 9:30 ～ 9:35

第６分団屯所 9:40 ～ 9:45

坂待屋橋 9:50 ～ 9:55

田野構造改善センタ－ 10:00 ～ 10:05

馬渕橋 10:10 ～ 10:15

前里橋 10:20 ～ 10:25

名前端バス停 10:30 ～ 10:35

旧冬部小中学校 10:40 ～ 10:45

冬部生活改善センター 10:50 ～ 10:55

田屋橋 11:00 ～ 11:05

小倉商店前 11:10 ～ 11:15

田代コミュニティセンタ－ 11:35 ～ 11:40

給食センタ－前バス停 11:45 ～ 11:50

田子ふれあいセンター 11:55 ～ 12:00

葛巻病院前堤防② 12:05 ～ 12:20

あなたの飼い犬に愛情と責任を

犬の登録と狂犬病予防注射に
ついて詳しくは、４月中に回
覧するチラシをご覧ください。
　　問農林環境エネルギー課 
　　　☎66-2111 内線143

当日の持ち物

▼通知はがき（４月下旬発送）

▼飼い犬手帳

▼接種料金 3,100円（新規登録
の場合はこのほかに3,000円）

注意事項

▼ 当日は、犬を抑えられる人が
　連れてきてください。

▼巡回会場で受けることができ
　ない場合は、　指定獣医師のと
　ころで受けてください。往診
　の場合は、往診料金が加算さ
　れます。
※狂犬病予防注射指定獣医師
　村木高史 獣医師（五日市）
　☎68-2025

広報くずまき・平成27年４月１日広報くずまき・平成27年４月１日〔18〕〔18〕〔19〕〔19〕平成27年４月１日・広報くずまき平成27年４月１日・広報くずまき

マイマイガ大量発生の抑制を ごみの野外焼却は禁止
　昨年、マイマイガが山沿いの木などに多く確認され、
今年は大量発生する恐れがあります。４月中に、住宅
の軒下や周辺の樹木などに卵塊がないか確認し、かき
取りましょう。
　マイマイガの発生を抑制するためには、「卵塊」ま
たは「幼虫」の時期での駆除が最も効果的とされてい
ます。卵塊が壁などに張り付いた状態でふ化する前の
この時期に、できるだけ駆除しましょう。
　作業の際は、目や鼻、口に入らないよう、ゴーグル・
マスクなどを着用し、用具を使用する場合は、卵塊が
付着している壁などを傷つけないようご注意ください。

問農林環境エネルギー課 ☎66-2111 内線143

　庭先や畑などでのごみの焼却は、一部の例外を除き
禁止されています。（例外＝松くい虫の被害伐採木の
焼却、キャンプファイヤー、木の葉・枝などの焼却など）
　なお、家庭ごみ、事業所ごみ、廃プラスチック・ラッ
プ類、ゴムくずなどのごみの野外焼却は、一切認めら
れません。
　例外として野外焼却が認められている場合でも、む
やみに焼却して良いというわけではありません。春先
は空気が乾燥しているため、山火事につながる恐れも
ありますし、煙や臭いが周囲の迷惑にならないようご
注意ください。

問農林環境エネルギー課 ☎66-2111 内線143

■日時　５月１日(金) 午後５時40分～午後８時
 　　　　　　　　　  （開場  午後５時）
■会場　社会体育館
■出演　伍代夏子、山内惠介
■司会　三好正人アナウンサー
■観覧申し込み　入場は無料ですが、事前の申し
　込みが必要です。観覧を希望する方は往復ハガ
　キの「往信用裏面」に郵便番号、住所、名前、
　電話番号、　「返信用表面」に郵便番号、住所、
　名前を明記してお申し込みください。
　《あて先》〒028-5495（住所不要）
　　　　　　  葛巻町役場 総務企画課
　　　　　　　「ふるさと自慢うた自慢」係
　《締め切り》４月13日(月) ＝必着＝

観覧者募集 ＝往復ハガキで申し込みを＝

葛巻町60周年記念
「ふるさと自慢うた自慢」
ＮＨＫラジオ公開収録

　町とＮＨＫ盛岡放送局は、葛巻町60周年を記
念してラジオ第一の番組「ふるさと自慢うた自慢」
の公開収録を行います。
　この番組は、ゲスト歌手をリーダーとする地域
の男性・女性グループが対抗でふるさとの自慢と
歌を競うステージショーです。ゲスト歌手のス
テージもたっぷりとお楽しみいただけます。
　観覧希望者は、次の要領でお申し込みください。

5月1日㊎ 社会体育館で開催

㊟応募多数の場合は抽選の上、当選の方には入場
　整理券（１枚で２人入場可）を、落選の方には
　落選通知を、４月20日(月)に発送する予定です。
㊟１歳以上の子どもから人数に含みます。
㊟インターネットオークションなどでの転売を目
　的としたお申し込みは固くお断りします。なお、
　売買を目的としたお申し込みであると判明した
　場合には、抽選対象外とします。
■放送予定（ラジオ第一・全国放送）
　５月30日(土)、 ６月６日(土) 
　両日とも午後４時５分～４時55分
■問い合わせ先
　ＮＨＫ盛岡放送局 ☎019-626-8811
　総務企画課 ☎66-2111 内線230

伍 代 夏 子 山 内 惠 介



若返りの健康法を学ぶ
葛巻福祉大学の修了式

　葛巻福祉大学葛巻地区（中田直雅学長、受講生186人）
の修了式が２月26日、総合センターで開催され、同地区
の７学級から受講生65人が出席しました。
　修了式前に最終教室が行われ、㈱マツムラ健康館（盛岡
市）の松村諭

さとる

代表が「10歳若返る健康法」と題して講話。
松村さんは健康の結論として「運動習慣を身に付け、みそ
や酵素玄米などの酵素食品を摂取し、野菜を優先して食べ
ましょう」とユーモアを交えてアドバイスしました。　
　式では中田学長が「これまでの経験や知恵を子どもたち
に伝えてほしい」と式辞を述べ、修了生を代表して田代松
寿会の服部兼太郎さん(87)が修了証書を受け取りました。

広報くずまき・平成27年４月１日〔20〕〔21〕平成27年４月１日・広報くずまき

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

ユーモアを交えて健康法をアドバイスする松村さん㊤
の講話に会場は笑顔に包まれた

講師の本宮さんを先頭にランニングする中学生たち。
走りの基本動作や姿勢、呼吸法などを学んだ

長距離走の基本を学ぶ
中学生の陸上教室開催

　NPO法人町体育協会スポーツクラブ主催の中学生陸上
（中・長距離）教室は２月から３月まで全４回行われ、第
80回東京箱根往復大学駅伝で復路８区を力走し、駒沢大
学の３連覇に貢献した本宮隆良さん（31歳、町職員）が
講師を務めました。
　３月21日、３回目の教室が総合運動公園で行われ、町
内の中学生34人が参加。１周530㍍の野球場周回コース
を10周以上走り、レース後半にスピードを上げていける
トレーニングなどを行いました。河原烈

れつ

士
と

さん（葛巻中３
年）は「とても参考になった。今月19日の盛岡市内一周
継走大会で成果を出したい」と決意を新たにしました。

商店街彩るひなまつり
空き店舗を活用し開催

　町商工会女性部（近藤とし子部長、部員59人）主催の「ま
ちなかひなまつり」は２月28日から３月３日までの４日
間、岩手銀行隣接の空き店舗（新町）を活用して開催され、
町内外から来場した約300人が桃の節句を楽しみました。
　部員が所有するひな人形とともに、手作りの色鮮やかな
つるしびなが飾られ、店内は華やかな雰囲気に包まれまし
た。来場者はつるしびな作りの体験をしたり甘酒を味わい
ながら、ゆっくりとくつろぎながら鑑賞に浸りました。
　近藤部長は「岩手日報で紹介されたこともあり盛岡市や
宮古市など町外からも多くの来場者があった。今後は商店
街とも連携した取り組みを行いたい」と意気込みます。

進学・就職100％を達成
葛巻高校37人が巣立つ

　葛巻高校（梅津久仁宏校長、生徒122人）の第45回卒
業式は３月１日、同校体育館で行われ、37人が新しい進
路に向けて学舎を巣立ちました。
　梅津校長が卒業生一人一人に卒業証書を手渡し、「多く
の学びと経験を積み、東北の復興と発展に尽力してくれる
ことを期待します」とはなむけの言葉を贈り、鈴木重男町
長が「一度は町を離れても、将来は葛巻に帰り活躍すると
いうことを選択肢にしてほしい」と祝辞を述べました。
　在校生を代表して三澤遼さん（２年）が送辞、卒業生を
代表して遠藤舞さんが答辞を述べました。今年度の卒業生
も進学、就職とも100％を達成しました。

華やかな烏帽子をかぶり、田植えなどの動作を勇壮
に表現した「舞込み」

新婚生活を支援します
７組にサポート金交付

　茶屋場えんぶり保存会（東春三会長・会員25人）による
旧暦の小正月行事「門打ち」が３月８日、星野地区や町中
心部など７カ所で行われました。
　農作業で活躍した馬の頭を象徴化した華やかな「烏

え

帽
ぼ

子
し

」をかぶり、田をならすときに用いる農具「えぶり」を持っ
て舞うのが特徴。烏帽子をかぶった踊り手３人による「舞
込み」は、田植えなどの動作を表現。五穀豊穣を願い勇壮
に舞い踊りました。このほか祝舞の「松の舞」や「笠づくし」、
「大黒舞」なども披露され大勢の観衆を魅了しました。
　同会の向川原大

や ま と

和君（葛巻小３年）は「家族で参加してい
るから楽しい。大人になっても続けたい」と笑顔を見せました。

春呼ぶ茶屋場えんぶり
町内７ヵ所で伝統の舞

　３月６日、新婚ライフサポート金の交付式が役場で行わ
れ、新婚７組16人が出席しました。今年度生まれた赤ちゃ
んも出席し、和やかな雰囲気の中で、鈴木重男町長から
それぞれの世帯にサポート金（くずまき商品券10万円分）
が贈られました。
　鈴木重男町長は「さらに元気なまちづくりを進めるため、
皆さんの活躍に期待します。町独自のさまざまな支援策に
ついて情報発信もお願いしたい」とあいさつしました。
　昨年10月に結婚した浦子内の波紫孝平さん(34)、香菜
恵さん(32)夫妻は「本当にありがたい。ミルクなど子育て
のために大切に使わせていただきます」と感謝しました。

空き店舗を有効活用して開催された「まちなかひな
まつり」。つるしびな作り体験も人気を集めた

鈴木町長からサポート金を受け取る新婚家族

梅津校長から卒業証書を受け取る卒業生

モ を交えて健康法を ドバイ する松村さん㊤ 講師の本宮さんを先頭にラン ングする中学生たち

烏帽 植え ど 動作 壮



地域に密着した活動が認められ全国表彰

町消防団が消防庁長官表彰を受賞
　町消防団（遠藤正樹団長、団員312人）が、平成26年度消防団
等地域活動表彰を受賞しました。この表彰は、地域に密着した活
動を積極的に行い、地域防災力の向上と、地域住民の安全の保持・
向上に顕著な功績があった団体に、消防庁長官から授与されるも
ので、今年度は全国から37団体が選ばれました。
　町消防団は、総合防災訓練やポンプ運用訓練、水防工法訓練など、
複雑多様化する災害に備えた各種訓練に取り組み、団員の資質向
上に尽力。全国的に団員減少が続いている中、団員の確保にも力
を注ぎ、団員数が増加している消防団として高く評価されました。
　２月23日、東京都の都市センターホテルで表彰式が行われ、遠
藤団長が出席し表彰状を受け取りました。また、３月11日、遠藤
団長ら団幹部４人が町長室を訪れ、鈴木重男町長に受賞を報告。
鈴木町長は「地域活動が認められるのは消防団として最高の栄誉。
さらなる消防団の活動充実と魅力向上に努めていただきたい」と
受賞をたたえました。遠藤団長は「地域に密着したさまざまな活
動が高く評価された。今回の受賞を機に、町の防災にますます精
進します」と誓いました。

▼町消防団の団員数　305人（H20/4/1）→ 312人（H27/3/1）

第36回第36回葛巻町隣接市町村親善葛巻町隣接市町村親善バレーボール大会バレーボール大会【３/８・社会体育館】【３/８・社会体育館】
✿
✿
✿
✿
✿

✿ ✿ ✿
✿ ✿ ✿

第45回葛巻高校卒業式【３/１・卒業生37人】

✿
✿

✿ ✿ ✿ ✿
✿

✿ ✿
✿✿

✿
✿

✿

✿

✿

✿

✿

固定資産評価審査委員

村木良悦さんを再任
　町議会３月定例会議で同意を得て、固定資
産評価審査委員会の委員に村木良悦さん（66
歳、下町）が再任されました。任期は４月
15日から平成30年４月14日までの３年間で
す。
　同委員会は、固定資産課税台帳に登録され
た価格に対する不服の申し出を審査決定する
機関です。委員３人で構成され、今回再任された村木さんのほか、
漆眞下孝幸さん（大沢）と野表儀昭さん（田子）が任命されています。

(澤口浩　作・画) 142

耳よりな情報やご意見、ご質問などお気軽にお寄せください。
総務企画課  広聴広報統計係　☎ 66-2111 内線 224
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（３歳４カ月・江刈川）
浩暢さん・春奈さん長女

（３歳 10カ月・田子）
大毅さん・智子さん長男

　とにかく元気でやんちゃな「はん
り」。ブロッコリーが大好物です。
踊り好きで、ＮＨＫ「おかあさんと
いっしょ」のダンスをいつもまねし
て見せてくれます。弟の着替えを手
伝ってあげる優しい一面も。今のま
ま元気いっぱいで、優しい子に育っ
てほしいです。　　　　　　　 春奈

　戦隊ごっこやサッカーなど、身
体を動かす遊びが大好きな「りく」。
おばあちゃんのことが大好きな、元
気で思いやりのある優しい子です。
最近は数字を覚え、見たいテレビ番
組があるときは自分でチャンネルを
変えています。このまま素直で思い
やりのある子に育ってね。　    智子

－ 394－
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鹿糠 タカさん
（81歳・星野）
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幸せな家庭を築きたい
◆勤め先は？
　昨年の夏から、つばさ工業で働いてい
ます。主に道路の舗装作業や測量をして
いるので、周囲と自分の安全管理と正確
な作業を心掛けています。
◆自分の性格は？
　周りからは怖いイメージを持たれるこ
とが多いですが、自分では明るい性格だ
と思います。
◆趣味・特技は？
　趣味は身体を動かすことと海釣りです。
◆今、一番したいことは？
　久慈市にお気に入りの釣り場があるの
で、友人と一緒に海釣りに行きたいです。
◆理想の女性像は？
　一緒に笑えて、楽しく話せる人が理想。
好きな芸能人は黒木メイサさんですね。
◆将来の自分は？
　早めに結婚していたいです。子どもは
２人欲しいので、家族４人で幸せな家庭
を築いていれればいいなと思います。
◆最後にひと言
　もうすぐ2

は た ち

0歳になるので、同級生のみ
んな！飲みに行こう！

    

（
19
歳
・
小
苗
代
）

〔23〕平成27年４月１日・広報くずまき 広報くずまき・平成27年４月１日〔22〕

町民のひろば町民のひろば

396
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手
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う

私たち60歳、まだまだこれから 
３度目の成人式「60歳のつどい」

〔25〕平成27年４月１日・広報くずまき

「ユニホーム　戻れぬ夏の　香りする｣   向川原  麻衣さん（葛巻高１年）の作品

『かぜのでんわ』
いもと ようこ いもと ようこ 作作

　大槌町の佐々木格さんが、自宅
の庭に「風の電話ボックス」を置
きました。「会えなくなった人へ伝
えたい…」「一人きりになって、電
話をかけるように相手に想いを伝
えたい」でも、実際、電話の回線
は繋がっていません。この絵本は、
心の復興のきっかけとなった「風
の電話」をもとに描かれた感動の
作品です。

◉
開
館
時
間･･･

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◉
休　
館　
日･･･

年
末
年
始

本
の
紹
介

◥公民館
  

図
書
室
か
ら

広報くずまき・平成27年４月１日〔24〕

『『日本の大和言葉を美しく話す日本の大和言葉を美しく話す』』
ー心が通じる和の表現ーー心が通じる和の表現ー

　　高橋 こうじ 作高橋 こうじ 作
　日本には、大きく分けて漢語と
外来語、生粋の日本語である「大
和言葉」の三つがあります。最近は、
造語能力に富む漢語や、一見おしゃ
れな外来語に押されて、美しい「大
和言葉」が使われなくなっていま
す。本書で、日本人が育んできた
知的で優雅な余韻を残す言葉づか
いを身に付けてみませんか？

スポーツ安全保険に加入しましょう
　この保険は、傷害保険・賠償責任保険・突然死
葬祭費用保険の３つがセットになっており、ス
ポーツ少年団、子ども会、老人クラブなどスポー
ツ活動や文化活動、ボランティア活動を行う社
会教育関係団体の活動中（団体活動への往復中
も含む）の事故を補償する保険です。
　詳しくは、ＮＰＯ法人葛巻町体育協会（社会
体育館内）へ問い合わせいただくか、ホームペー
ジ「すぽ安ねっと」をご覧ください。

▼保険期間
　４月１日午前０時から平成28年３月31日正午
まで（４月１日以降の申込は、加入手続きの翌
日午前０時から平成28年３月31日まで）

▼掛け金
　団体の活動内容や年齢構成などにより１人年
額800円～ 11,000円

▼補償内容　加入区分によって異なります。

▼加入手続き　加入依頼書が、社会体育館にあ
　りますので、最初に５人以上のグループで加
　入依頼書により手続きしてください。

問ＮＰＯ法人葛巻町体育協会 ☎66-3607

　

２
０
１
６
希
望
郷
い
わ
て
国
体
（
国
民
体

育
大
会
）、
希
望
郷
い
わ
て
大
会
（
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
が
い
よ
い
よ
、
平
成

28
年
１
月
の
冬
季
大
会
か
ら
開
幕
し
ま
す
。

　

今
月
か
ら
広
報
く
ず
ま
き
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
体
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
今
回
は
、
県
民
・
町
民
が
関
わ
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、本
町
で
の
開
催
種
目
と
日
程
・

会
場
を
紹
介
し
ま
す
。

　

全
県
民
、
オ
ー
ル
葛
巻
で
取
り
組
み
、
全

国
か
ら
の
選
手
団
、
観
客
を
万
全
の
体
制
で

お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

　町内の60歳を対象とした「60歳のつどい」が３月15
日、グリーンテージで開催され、参加した25人が交流
を深めながら、３度目の成人式を祝いました。
　第一部では、レクリエーションなどで体を動かし、仲
間と共に心地よい汗を流しました。
　第二部の交流会では、久しぶりに会う友人や、初対面
の方など、同級生という安心感から会話も弾み、終始笑
いの渦に包まれ、和やかな会となりました。
　最後に「私たち60歳、まだまだこれから」とお互い
励まし合い、再び元気で会うことを約束し、つどいを終
了しました。
　近藤健吉さん（城内小路）は「初めて会話する人もい
て良い刺激になった。健康に留意しながら、仕事や自治
会、祭りなど地域に貢献できるよう、これからもまだま
だ頑張っていきたい」と笑顔で話しました。

『でんでら国『でんでら国』』
平谷 美樹 作平谷 美樹 作

　姥捨て山のその奥に老人たちの桃源郷が
あった。時は幕末、陸奥国の八戸藩に挟ま
れた二万石の小さな国、大平村が舞台。村
には、60歳になると全ての役割を解かれ、
食いぶちを減らすため、村には戻れない
姥捨ての旅と囁かれる御山参りの習わしが
あった。一方、どんな飢饉の年でもきちん
と年貢を納める大平村に不信を抱く代官所。
「隠田を開田しているのではないか」との
疑惑から、真実を暴きたい代官所と村人と
の攻防戦が始まる。老人たちの知恵と勇気
の幕末老人エンタテインメント！

　小学校で実施している放課後子ども教室において児童の
見守りや学習の補助を行う「安全管理員」を募集します。
　遊びやスポーツなどでたくさんの子どもたちと触れ合っ
てみませんか？　関心のある方はお気軽にお問い合わせく
ださい。
■応募要件　18歳以上の方（高校生除く。男女不問）
■活動日・時間　月曜日から金曜日までの週２～３回（学
　校によって曜日が異なります）15～ 17時
■活動場所　葛巻小学校、小屋瀬小学校、江刈小学校、　
　五日市小学校のいずれか
■任用期間　５月１日～平成28年２月29日
　※申込みは随時受付します。
■謝礼　日額1,200円を支給します。
■問合せ・申込み先　教育委員会 ☎66-2111 内線275

小学校「放課後子ども教室」
安全管理員を募集します

葛
巻
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
の
方
々
と
、
楽
し
み
な
が
ら
「
へ
っ
ち
ょ

こ
だ
ん
ご
」
を
作
る
子
ど
も
た
ち
（
11
月
11
日
、
葛
巻
小
学
校
）　

これからの活躍を誓い合った60歳のつどい参加者

葛巻町での開催種目と日程・会場

軟式野球
【成年男子／正式種目】

■平成28年10月２日㊐～４日㊋
■総合運動公園 野球場

ネオホッケー
【デモスポ競技／県内選手】

■平成28年10月９日㊐
■社会体育館

大会観戦、
チーム応援で
参加

ダンスや歌、
デモスポ競技
に参加

花いっぱいの
まちで歓迎

スタッフ、
ボランティア
で参加

県民・町民が関われるボランティア

葛巻町開催まであと550日！
２
０
１
６
希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
希
望
郷
い
わ
て
大
会



〔27〕平成27年４月１日・広報くずまき 広報くずまき・平成27年４月１日〔26〕

問い合わせ先 ☎66-2111 健康福祉課 健康福祉ネットワーク▼県障がい者スポーツ大会については福祉係へ▼生活習慣病予防検診、くずまキッズ予防接種については健康係へ

３月４日の幼児歯科
健康診査で虫歯がな
かったお友達です。

虫歯ゼロ
わたしわたし

ぼくぼく

（３歳・四日市）
村中 美

みひろ
優ちゃん

（６歳・小苗代）
大川原 舞

ま
桜
お
利
り
ちゃん

（３歳・茶屋場）
中居 優

ゆう
花
か
ちゃん

（３歳・茶屋場）
髙𣘺 宙

ひろ
己
み
くん

予防接種の種類
（接種回数）

接種料金
（参考価格）

助成限度額 助成対象者 助成期間

①ロタテック（３回）
②ロタリックス（２回）

約29,000円
※接種３回または
　２回の合計額　

27,000円
①生後６～ 32週未満
②生後６～ 24週未満

平成27年４月１日
▼

平成28年３月31日

Ｂ型肝炎（３回）
約 14,000円
※接種３回の
合計額　　

12,000円 ▽０歳児～就学前

▽医師が必要と認める人

おたふくかぜ（１回） 約 6,000円 4,000円 ▽１歳～就学前
▽高校３年生

水ぼうそう（１回） 約 8,000円 6,000円

▽３歳～就学前

▽高校３年生
※いずれも接種回数が１回
　以下の人

麻しん風しん（１回） 約 8,500円 6,000円 ▽高校３年生

インフルエンザ
（１～２回）

１回目 4,000円 2,000円 ▽０歳～高校３年生相当の人

▽妊婦

▽１歳未満の乳児を持つ父母

平成27年11月１日
▼

平成28年１月31日２回目 2,000円 2,000円

　町では、安心して子どもを育てられるまちづくりを推進するため、「くずまキッズ予防接種事業」の助成
額をさらに拡充します。この拡充により、１つの予防接種ワクチンが完了するまでにかかる自己負担が3,000
円未満となります（町外の医療機関を利用した場合、自己負担が3,000円以上となる場合があります）。
　なお、下記予防接種ワクチンは、全て葛巻病院で接種できます。

■助成要件　原則として各ワクチンで定められてい
　る接種回数を完了した人
■必要書類　印鑑、領収書、明細書（原本を添付）
■助成方法　くずまき商品券で即日交付します（イ
　ンフルエンザの助成対象者へも、今年度から、く
　ずまき商品券で交付します）。
■申請期限　平成28年４月４日(月)

生
涯
現
役
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

検
診
の
受
け
方

❶
便
通
を
整
え
て
か
ら
受
診
を

　

検
診
の
２
日
前
か
ら
便
通
を
整
え
、
当

日
は
で
き
る
だ
け
用
便
を
済
ま
せ
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
日
以
上
便
通
が
な
い
場
合
、
胃
が
ん

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

❷
検
診
前
日
の
食
事

　

検
診
の
８
時
間
前
ま
で
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
飲
ま
な
い
で

く
だ
さ
い
。
水
や
お
茶
は
就
寝
前
ま
で
飲

ん
で
も
良
い
で
す
。
就
寝
前
の
薬
が
あ
る

方
は
、
い
つ
も
ど
お
り
服
用
し
て
く
だ
さ

い
。

❸
検
診
当
日
は

　

検
診
終
了
ま
で
絶
食
で
す
。
た
ば
こ
も

吸
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
検
診

の
２
時
間
前
ま
で
は
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
の

水
は
飲
ん
で
も
良
い
で
す
。

　

普
段
、
心
臓
病
、
高
血
圧
の
薬
を
服
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
起
床
後
、
早
め
に
服

用
し
て
く
だ
さ
い
。

❹
受
診
時
の
服
装

　

ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
の
金
具
が

な
い
も
の
で
、
脱
ぎ
や
す
い
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
腹
囲
測
定
が
あ
る
の
で
、
ガ
ー

ド
ル
な
ど
の
き
つ
い
下
着
は
、
あ
ら
か
じ

め
脱
い
で
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

❺
歯
科
健
診
が
あ
る
会
場
で
は

　

事
前
に
歯
磨
き
や
う
が
い
を
し
て
か
ら

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

４
月
９
日
㊍
〜
５
月
10
日
㊐

町
内
23
会
場
で
検
診
を
実
施

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
検
診
日
時
と
場
所

は
、
保
健
委
員
が
配
布
し
た
チ
ラ
シ
、
ま

た
は
31
ペ
ー
ジ
の
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

春
の
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
が
始
ま
り
ま
す

　

第
17
回
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

６
月
６
日
㈯

■
競
技
種
目

①
陸
上
（
ト
ラ
ッ
ク
競
技
、
跳
躍
、
投

　

て
き
）、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

②
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
卓
球
、
水
泳

③
ボ
ウ
リ
ン
グ

■
会
場

①
県
営
運
動
公
園

②
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

③
ビ
ッ
グ
ハ
ウ
ス

　

※
い
ず
れ
も
盛
岡
市

■
対
象
者

　

４
月
１
日
現
在
、
満
13
歳
以
上
の
身

体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者

■
出
場
申
込
み

　

４
月
13
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で

健
康
福
祉
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
送
迎
バ
ス　

　

当
日
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
出
場
申
し
込

み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

当
日
持
参
す
る
も
の

▼
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

　

①
各
受
検
票
（
事
前
に
記
入
し
て
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
）　

②
検
診
料
金

▼
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人

　

①
各
受
検
票
（
事
前
に
記
入
し
て
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
）　

②
保
険
証　

③
受
診

　

券
（
被
扶
養
者
で
特
定
健
診
を
受
け
る

　

人
）　

④
検
診
料
金

　

４
月
９
日
㈭
か
ら
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。
検
診
で
は
、
採
血
や
尿
検

査
な
ど
を
行
う
健
康
診
査
や
各
種
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。
ご
自
身
が
生
涯
を
健
康
で
幸

せ
に
生
活
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
家
族
の
た
め
に
も
年
１
回
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。４月１日現在で４月１日現在で

45歳、50歳、55歳の方は45歳、50歳、55歳の方は
無料で検診が受けられます無料で検診が受けられます

　対象者には、各地区の保健
委員を通じて、無料クーポン
券を配布します。
　無料クーポン券は、検診会
場の受付に、受検票などと一
緒に提出してください。

くずまキッ
ズ

予防接種事
業４月から助成額がアップします

■提　出　先　健康福祉課 健康係
■申請方法　ワクチンの適正な接種を推進するため、
　原則として各ワクチンで定められている接種回数
　の完了後に申請してください。ただし、接種間隔
　などの都合により、平成28年３月末日までに接種
　を完了できない場合は、３月末日までに接種した
　費用をまとめて申請してください。

6月6日㊏開催
県障がい者
スポーツ大会

出場者募集



？？

お 知 ら せ   

　

３
月
１
日
に
行
わ
れ
た
葛
巻
高
校
卒
業

式
。
今
年
の
卒
業
生
も
進
学･

就
職
と
も

１
０
０
％
を
達
成
し
、
全
員
笑
顔
で
学
舎

を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
て
、
今
回

の
葛
巻
高
校
の
卒
業
式
は
、
第
何
回
目
の

開
催
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？

　

①
第
45
回　

②
第
55
回　

③
第
65
回

　

は
が
き
に
答
え
と
住
所
（
地
区
名
）、
氏

名
、
年
齢
、
広
報
く
ず
ま
き
を
読
ん
で
の

感
想
や
要
望
な
ど
を
記
入
し
て
応
募
く
だ

さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２
人
に
、

く
ず
ま
き
商
品
券
５
０
０
円
分
を
差
し
上

げ
ま
す
。締
め
切
り
は
、４
月
20
日
㈪
で
す
。

【
応
募
先
】
〒
028-

5495　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
　

☆
当
選
者
発
表
☆   

　

先
月
の
正
解
は
、「
②
13
団
体
」
で
し
た
。

正
解
し
た
次
の
方
々
に
く
ず
ま
き
商
品
券

を
お
送
り
し
ま
す
。

　

佐
藤 

晴
美
さ
ん
（
34
歳
、
滝
沢
市
）

　

市
村 

ト
シ
さ
ん
（
62
歳
、
遠
矢
場
）

■一般社団法人 葛巻町畜産開発公社
①酪農作業員 ②59歳以下 ③1人 ④137,500円~168,000円 ⑤
03011‒182851 ⑥普通自動車免許
①ウェイター・ウェイトレス（プラトー）②59歳以下 ③1人 
④126,500円~149,500円 ⑤03011‒183651 ⑥普通自動車免許
精肉カット作業員 ②59歳以下 ③1人 ④123,750円~146,250

円 ⑤03011‒184951 ⑥普通自動車免許
■馬渕川設備㈱
配管工（見習い） ②59歳以下 ③1人 ④126,000円~189,800

円 ⑤03090‒579151 ⑥普通自動車免許
配管工 ②59歳以下 ③1人 ④156,800円~238,200円 ⑤03090‒

571351 ⑥普通自動車免許
■馬渕川電気㈱
内線電工（葛巻出張所） ②59歳以下 ③1人 ④131,000円~

207,600円 ⑤03090‒569651 ⑥第二種電気工事士、普通自動車免許
■コアラ歯科　
歯科助手 ②不問 ③1人 ④125,120円~170,000円 ⑤03011‒

190851 ⑥パソコン操作
歯科衛生士 ②不問 ③1人 ④145,000円~270,000円 ⑤03011‒

195351 ⑥歯科衛生士
パソコン事務業務兼歯科業務全般 ②不問 ③1人 ④125,120

円~270,000円 ⑤03011‒196251 ⑥パソコン操作
歯科技工士 ②不問 ③1人 ④125,120円~270,000円 ⑤03011

‒103351 ⑥歯科技工士
受付業務兼歯科業務全般 ②不問 ③1人 ④125,120円~270,0

00円 ⑤03011‒104251 ⑥パソコン操作
①歯科医師 ②不問 ③1人 ④時給2,500円~5,000円 ⑤03011‒
105551 ⑥歯科医師
①歯科技工士 ②不問 ③1人 ④時給800円~1,500円 ⑤03011‒
106451 ⑥歯科技工士
①整体師・カイロプラクター ②不問 ③1人 ④時給1,000円~
1,500円 ⑤03011‒107751 ⑥整体師または柔道整復師
■㈱菅文　
①レジ担当（葛巻店）②不問 ③1人 ④時給700円 ⑤03090‒
448151 ⑥普通自動車免許
■新岩手農業協同組合
①訪問介護員（葛巻地域）②不問 ③1人 ④時給1,000円~1,600
円 ⑤03010‒4753751 ⑥普通自動車免許（自家用車持ち込みで
きる方）、ホームヘルパー２級
■㈱ビルド遠藤　
土木施工管理技士 ②不問 ③1人 ④250,000円~400,000円 ⑤

03011‒108851 ⑥経験３年以上、１級または２級土木施工管理
技士、普通自動車免許、パソコン操作
①建設機械オペレーター・ダンプ運転手 ②不問 ③3人 ④
187,200円~300,000円 ⑤03011‒109651 ⑥経験３年以上、車両
系建設機械免許（オペレーターは必須）、大型自動車免許
①土木作業員 ②不問 ③3人 ④187,200円~300,000円 ⑤03011‒
110051 ⑥普通自動車免許
■日本調剤㈱ 東北支店
薬剤師 ②45歳以下 ③2人 ④300,000円~460,000円 ⑤04010‒

13873551 ⑥薬剤師
■岩手ケーブルテレビジョン㈱
一般事務 ②不問 ③1人 ④142,000円~177,000円 ⑤03011‒

95651 ⑥パソコン操作、普通自動車免許
■高梨乳業㈱ 岩手工場
①製造オペレーター（契約社員） ②18歳以上 ③1人 ④153,100
円 ⑤03011‒134151 ⑥普通自動車免許
■㈲上遠野工務店
大工 ②不問 ③2人 ④200,000円~240,000円 ⑤03011‒146551

 ⑥大工経験、普通自動車免許
大工見習 ②不問 ③2人 ④138,000円~150,000円 ⑤03011‒

145251 ⑥普通自動車免許
■北陽重機 幅陽三
①オペレーター ②不問 ③2人 ④168,000円~192,000円 ⑤03011
‒171551 ⑥普通自動車免許、重機関係免許（大型、大型特殊、
車両系建設機械(整地など)）

◎就業を希望する人は、ハローワーク沼宮内(☎62-2139)に求
人Noを告げてお問い合わせください。求人情報は、役場１階
ロビーでも配布しています。

先月から引き続き求人している企業
▶大上NOＲＩＮ（ 伐採作業員）▶㈱松五商店（コンビニ
店員(ローソン岩手葛巻店)、コンビニ店員(ローソン葛巻鴨川
店)）▶㈱介護いわて（ 介護支援専門員(グループホーム)、
介護職(グループホーム)、看護職(グループホーム)）
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町内の求人情報
①職種 ②年齢 ③求人数 ④基本給⑤求人No. ⑥
資格など　注） は正社員採用

 月日 医療機関  電話番号
４月５日 葛巻病院 66-2311
12日 西島医院 66-2210
19日 葛巻病院 66-2311
26日 葛巻病院 66-2311
29日 葛巻病院 66-2311

５月３日 西島医院 66-2210
４日 葛巻病院 66-2311
５日 葛巻病院 66-2311
６日 葛巻病院 66-2311
10日 西島医院 66-2210

 岩手医大病院　   ☎019-651-5111
４月 2.5.9.20.23.26.30日
５月 1.3.8日
 県立中央病院　　☎019-653-1151
４月 3.6.8.10.12.13.15.17.19.24.25.27.29日
５月 2.6.10日
 盛岡赤十字病院　☎019-637-3111
４月 1.11.16.22.28日
５月 4.7日
 もりおかこども病院　☎019-662-5656
４月 4.18日       
５月 9日
 川久保病院　　　☎019-635-1305
４月 7.14.21日    
５月 5日

岩手ケーブルテレビジョンから
　テレビ視聴利用料金525円/月（減テレビ視聴利用料金525円/月（減
免対象者は半額）の口座振替日は４免対象者は半額）の口座振替日は４
月16日(木)です。未納が３カ月続く月16日(木)です。未納が３カ月続く
と、テレビを視聴できなくなります。と、テレビを視聴できなくなります。
【休止・再開手続きについて】【休止・再開手続きについて】
　普段は利用しないが、期間限定で　普段は利用しないが、期間限定で
ご利用になる場合、利用した月の料ご利用になる場合、利用した月の料
金だけを納め、サービスを受けるこ金だけを納め、サービスを受けるこ
とができます。なお、休止期間中は、とができます。なお、休止期間中は、
テレビの映像は流れません。テレビの映像は流れません。

▼▼再開手続き：テレビの利用を希望再開手続き：テレビの利用を希望
する日の30日前までに当社へご連絡する日の30日前までに当社へご連絡
の上、再開届を提出してください。の上、再開届を提出してください。

▼▼休止手続き：テレビを長期にわた休止手続き：テレビを長期にわた
り視聴しない場合、休止を希望するり視聴しない場合、休止を希望する
30日前までに当社へ休止届を提出し30日前までに当社へ休止届を提出し
てください。詳しくは下記までお問てください。詳しくは下記までお問
い合わせください。い合わせください。
問岩手ケーブルテレビジョン葛巻セ問岩手ケーブルテレビジョン葛巻セ
ンター ☎68-7101ンター ☎68-7101

●●４月の眼科の診療日４月の眼科の診療日
　月・火曜日の午前中です。　月・火曜日の午前中です。

〔29〕平成27年４月１日・広報くずまき

●●４月の整形外科の診療日４月の整形外科の診療日
　７日㊋、14日㊋、21日㊋、24日㊎　７日㊋、14日㊋、21日㊋、24日㊎
の午前中です。の午前中です。

葛巻病院からのお知らせ

休日当番医

小児救急病院夜間受入当番医

24

ク
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ズ

広
報

２月のふるさと納税
区分 件数 金額(円)
１万円 ５ 50,000
２万円 1 20,000
２万５千円 １ 25,000
10万円 １ 100,000
計 ８ 195,000

今年度累計 35 2,235,000

問農林環境エネルギー課 ☎66-2111 内線144

平成27年度
山火事防止運動統一標語

伝えよう
　森の大事さ
　　　　火の怖さ

■山火事に注意！
　この時期は、空気の乾燥や強風など、火
が燃え広がりやすい状況となりますので、
山火事には十分注意しましょう。

　　　　　　　　　　      　　　葛巻町 山火事防止運動月間４月１日～５月31日

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

１ ２ ３ ４

５ ❻ ❼ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

内　　容 件数 金額(円)

会議などの会費 1010 91,00091,000

祝賀会などのお祝い 22 10,00010,000

その他 33 24,00024,000

計 1515 125,000125,000

２月の町長交際費

「ぽっちゃりスズメ」　この時期のスズメは「寒
かん

スズメ」と言わ
れ、一部のスズメは羽毛を膨らませて丸くなります。小枝にと
まり寒さに耐えている姿がなんとも愛らしいですね。こんなに、
ぽっちゃりしたスズメ、皆さんは目にしたことありますか？

【写真提供】阿部勝彦さん（田代）／３月15日撮影

温かい志
　社会福祉協議会に温かい志が寄せら
れました。ありがとうございました。
▶香典返し
　野中　信也さん（野　中）100,000円
　本宮　昭夫さん（四日市）　50,000円
▶一般寄付
　小泉・五日市子供会　　     7,195円

多重債務相談
　東北財務局盛岡財務事務所では、
自らの収入で返済しきれないほどの

ご相談ください

４月の納税
固定資産税（第１期）

口座振替日は４月30日(木)です

環境影響評価準備書の説明会
　上外川高原牧場周辺において電源
開発㈱により計画されている「(仮称)
新葛巻風力発電事業・葛巻風力発電
事業」に関して、環境影響調査およ
び予測・評価の結果を記載した「環
境影響評価準備書」の縦覧および説
明会が行われます。
【縦覧場所】農林環境エネルギー課
【縦覧期間】４月21日(火) ～５月20日
(火) ９時～ 17時   ※土日・祝日は除く
【意見書受付期間】４月21日(火) ～６
月３日(水)   ※縦覧場所に備え付けの
意見書箱にご投函ください。
【説明会日時・場所】５月11日(月) 18
時30分～・総合センター
問電源開発㈱風力事業室
　☎03-3546-9600 

久慈地区法律相談
【日時】４月７日(火)、14日(火)
　いずれも10時30分～ 15時30分
【場所】久慈市消費生活センター  
　　　  （久慈市川崎町1-1）　
【予約受付】久慈市市民生活部生活環
境課 ☎0194-52-2111
【相談料】無料
問岩手弁護士会 ☎019-623-5005

開催します

フォークリフト運転技能講習
　陸上貨物運送事業労働災害防止協
会岩手県支部では、フォークリフト
の技能資格（１ｔ以上）取得のため
の講習会を開催します。
【受講資格・受講料】　①普通・大型
免許所持者（31時間講習）30,780円
②大型特殊免許（カタピラ除く）所
持者（11時間講習）15,660円
【開催日時】▶学科＝①②ともに４月
23日(木) ９時～ 17時　▶実技＝①４
月24日(金) ～ 26日(日) ８時～ 17時　
②４月24日(金) ８時～ 12時　
【開催場所】ＪＡ新いわて葛巻支所
問陸上貨物運送事業労働災害防止協
会岩手県支部 （(公社)岩手県トラック
協会内）☎019-637-3287

募集します
国家公務員「国税専門官」
　仙台国税局では、税務職員を募集
しています。国税専門官は、国の財
政を支える重要な仕事を担い、税務
署などにおいて、調査・徴収・検査
や指導などを行います。
【受験資格】▶昭和60年４月２日か
ら平成６年４月１日生まれの者　▶
平成６年４月２日以降生まれの者で
次に掲げる者　①大学を卒業した者
および平成28年３月までに大学卒業
見込みの者　②人事院が①に掲げる
者と同等の資格があると認める者
【受験申込受付期間】▶インターネッ
ト：４月１日(水)から４月13日(月)
まで　▶郵送または持参：４月１日
(水)から４月２日(木)まで
【受験申込方法】原則インターネット
申込みとする。郵送または持参用受
験申込書の請求は、最寄りの税務署、
仙台国税局人事第二課または人事院
東北事務局へ行う。
【第１次試験日】６月７日(日)
問仙台国税局人事第二課試験研修係 
　☎022-263-1111 内線3236

歯のテレホン相談
　県保険医協会歯科部会では、「ヨイ
歯デーテレホン相談」を実施し、皆
さんの歯科に関する悩みの解消のお
手伝いをします。
【実施日】４月17日(金)
【受付時間】10時～ 19時
【回答時間】19時以降となります。
受付時間に相談をいったん受け付け
た後、折り返し協会歯科医師より相
談者にお電話します。
【受付内容】歯と口に関する悩みにつ
いて何でも
【相談料】無料
【電話番号】019-651-7341（県保険
医協会ヨイ歯デーテレホン相談係）

借金を抱え、お悩みの方々からの相
談に応じています。相談は秘密厳守・
無料です。お気軽にご相談ください。
【相談専用電話】019-622-1637
【受付】月～金曜日（祝日、年末年始
除く）８時30分～ 16時30分
【窓口】盛岡合同庁舎４階（盛岡市内
丸7-25）



日 曜 主 な 行 事 時　間 場　　　所

１ 水 サイレン点検日 正午

２ 木

３ 金

４ 土 入学式（葛巻中、江刈中）

❺ 日

６ 月 入学式（小屋瀬小、小屋瀬中）

７ 火
入学式（吉ヶ沢小、江刈小、
五日市小）
子育てサロン 10:00~12:00 保健センター

８ 水 入学式（葛巻小、葛巻高）

９ 木 生活習慣病予防検診
いきいきスポーツ大学①

 7:00~ 9:30
13:30~

四日市コミュニティセンター
社会体育館

10 金
生活習慣病予防検診
なかよし広場
心配ごと相談

 7:00~ 9:30
 9:00~11:30
 9:00~12:00

立神会館
保健センター
保健センター

11 土

12 日

13 月 生活習慣病予防検診
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30 江刈農村センター
江刈・北部方面

14 火

配食サービス
生活習慣病予防検診
子育てサロン
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30
10:00~12:00

田野構造改善センター
保健センター
五日市・馬淵方面

15 水
生活習慣病予防検診
山火事防止パレード
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30
14:00~

田代コミュニティセンター
町内
田代・小屋瀬・吉ヶ沢方面

16 木 生活習慣病予防検診
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30 田子ふれあいセンター
田子～茶屋場

17 金
生活習慣病予防検診
なかよし広場・親子スポーツ教室
県司法書士会無料相談会

 7:00~ 9:30
 9:00~11:30
16:00~19:00

新町自治会館
保健センター
総合センター

18 土 消防操法指導会・中隊訓練  9:00~ 葛巻中グラウンド

19 日 クリーン葛巻行動の日（道路の部）

20 月 生活習慣病予防検診
心配ごと相談

 7:00~ 9:30
 9:00~12:00

象鼻会館
保健センター

21 火 生活習慣病予防検診
子育てサロン

 7:00~ 9:30
10:00~12:00

茶屋場自治会館
保健センター

日 曜 主 な 行 事 時　間 場　　　所

22 水
配食サービス
生活習慣病予防検診
年金相談

 7:00~ 9:30
10:30~15:00

遠矢場林業研修センター
総合センター

23 木
生活習慣病予防検診
　　〃　　（結核・肺がんのみ）
いきいきスポーツ大学②

 7:00~ 9:30
10:30~10:45
13:30~

橋場生活改善センター
寺田公民館
社会体育館

24 金

生活習慣病予防検診
　　〃　　（結核・肺がんのみ）
農業用廃プラスチック回収日①
なかよし広場

 7:00~ 9:30
10:30~10:45
13:30~16:00
 9:00~11:30

星野生活改善センター
鷹ノ巣公民館
清掃センター、リサイクルセンター
保健センター

25 土 第51回ＪＡＢＡ県知事旗争奪
春季社会人野球大会（～26日）

10:00~ 
(26日 8:30~)

総合運動公園

26 日
生活習慣病予防検診
第38回県北バスケットボー
ル大会

 7:00~ 9:30 
 9:00~

保健センター
社会体育館

27 月 生活習慣病予防検診  7:00~ 9:30 ゆきわり荘

28 火
生活習慣病予防検診
　　〃　　（結核・肺がんのみ）
子育てサロン

 7:00~ 9:30
10:30~10:45
10:00~12:00

元木生活改善センター
土谷川生活改善センター
保健センター

29 水

昭和の日
第８回くずまき高原牧場鯉のぼ
りまつり（～５月６日）
レストハウス袖山高原オープン

くずまき高原牧場

30 木

配食サービス
生活習慣病予防検診
心配ごと相談
固定資産税(第１期)口座振替日

 7:00~ 9:30
 9:00~12:00

小屋瀬農村センター
保健センター

１ 金

サイレン点検日
葛巻町60周年記念「ふるさと
自慢うた自慢」公開収録
生活習慣病予防検診
なかよし広場

正午
17:40~20:00

 7:00~ 9:30
 9:00~11:30

社会体育館

五日市生活改善センター
保健センター

２ 土

❸ 日 憲法記念日

❹ 月 みどりの日

❺ 火 こどもの日

❻ 水 振替休日
消防規律訓練大会・消防演習予習  8:30~ 葛巻小グラウンド

７ 木 生活習慣病予防検診  7:00~ 9:30 旧小田小学校

〒 028-5402 葛巻町葛巻 18-25-5（田子）
☎ 0195-66-2956　FAX 0195-66-2733

屋根ステンレス工事一式

葦 名 板 金
農業機械・林業機械の販売・修理
家庭菜園用機械・発電機・除雪機も取り扱っています

〒 028-5402  葛巻町葛巻 7-79-4（茶屋場）
☎ 0195-66-2569   FAX  0195-66-4254

笹 川 農 機

広報くずまき・平成27年４月１日〔30〕

葛
巻
俳
句
会　

齋
藤
誠
子
さ
ん

ジョン・ロバートソン
（英語指導助手・41歳）

　I attended graduation ceremonies at Ekari JH on March 
13 and Kuzumaki JH on March 14. The precise timing 
and detail of these events fascinates me. The students 
are highly concentrated and calm under pressure, I 
sometimes think they act so much older than teenagers. 
On March 19th and 20th I enjoyed Koyase and Itsakaichi 
ES graduations. Again these were very interesting for 
me. In Scotland there are no graduations at any school 
level. Elementary is grades 1-7, High School is 1-5 and 
then you go to University or work. I went to University in 

America and then Scotland. All the graduations were very 
emotional, it is hard for young kids leaving friends and 
teachers behind after so many enjoyable years together.

　私は３月13日に江刈中学校、３月14日に葛巻中学校
の卒業式に出席しました。これらの行事の正確な時間配
分と細やかさに感心しました。生徒たちはとても集中
し、静まりかえっていました。私は時々、彼らの行動が
他の10代より大人びているように思います。３月19日と
20日には、小屋瀬小学校と五日市小学校の卒業式を体験
しました。これもまた、私にとっては興味深いものでし
た。スコットランドでは、どの学校も卒業式はありません。
小学校で１年生から７年生まで、（中学校はなく）高校は
１年生から５年生まであり、その後、大学へ行ったり仕
事に就きます。私はアメリカとスコットランドの大学へ
行きました。葛巻の卒業式は感動的なものでした。一緒
に楽しい長い年月を過ごした友人や先生から離れていく
のは、若い子どもたちにとって辛いことです。

 A Jock in
 Japan

俳
句
俳
句
をを
楽楽
し
も
う

し
も
う

　

細
長
い
日
本
列
島
は
、
３
月
後
半
か
ら
「
桜
前
線
」
が
北
上

し
て
き
ま
す
。
春
の
雪
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
つ
ぼ
み
を
食
べ
ら

れ
る
鳥
害
の
度
合
い
に
よ
っ
て
は
「
今
年
の
桜
」
の
見
事
さ
が

変
わ
っ
て
く
る
の
も
致
し
方
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　

今
月
は
「
桜
」
の
季
語
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

　
《
桜
》
桜
花
、
夕
桜
、
夜
桜
、
桜
月
夜

　

平
安
時
代
以
降
、
花
と
い
え
ば
桜
の
花
を
指
す
の
が
一
般
的

で
あ
る
。「
世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の

ど
け
か
ら
ま
し　

在あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

原
業
平
」
な
ど
、
さ
く
ら
を
詠
っ
た
詩
歌

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

命
二
つ
の
中
に
生
き
た
る
桜
か
な　
　
　
　

   

松
尾
芭
蕉

　

ゆ
さ
ゆ
さ
と
大
枝
ゆ
る
る
桜
か
な　
　
　
　

   

村
上
鬼
城

　

夕
ざ
く
ら
見
上
ぐ
る
顔
も
昏く

れ
に
け
り　
　

   

桂　

信
子

　

さ
き
み
ち
て
さ
く
ら
あ
を
ざ
め
ゐ
た
る
か
な   

野
澤
節
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
参
考  

角
川
春
樹
編 

現
代
俳
句
歳
時
記
よ
り
）

　

平
成
26
年
度
「
私
の
一
句
」
葛
巻
町
民
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
よ

り
入
賞
作
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

《
最
優
秀
賞
》

　

ユ
ニ
ホ
ー
ム
戻
れ
ぬ
夏
の
香
り
す
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

葛
巻
中
学
校　

向
川
原
麻
衣

　

最
高
学
年
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
香
り
は
一
生
懸
命
に
練
習
し
た

頃
を
次
々
と
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。「
あ
ー
終
わ
っ
た
ん
だ
」

と
い
う
安
堵
と
寂
し
さ
、
誰
に
も
あ
る
青
春
の
一
コ
マ
を
「
戻

れ
ぬ
」
の
言
葉
が
想
像
を
か
き
立
て
る
俳
句

で
す
ね
。
17
文
字
は
、
た
か
が
17
、
さ
れ
ど

17
だ
と
い
つ
も
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
い
か

が
で
す
か
。

  国税の振替納付日と延滞税のお知らせ

  所得税や消費税などは期限内に納付を

　平成26年分確定申告の国税の振替納付日は次のと
おりです。
■所得税、復興特別所得税　４月20日(月)
■消費税、地方消費税　　　４月23日(木)
　所得税や消費税などを期限内に納付できなかった
場合や、振替口座の残高不足などで振替できなかっ
た場合には、法定納期限の翌日から納付の日まで延
滞税がかかります。
　延滞税の計算方法など詳しい内容は、国税庁ホー
ムページ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

問盛岡税務署 ☎019-622-6141

  ４月は「未成年者飲酒防止強調月間」です

 未成年者の飲酒防止を徹底しましょう

　成長過程における未成年者の飲酒は、本人にとっ
て身体的・精神的に大きなリスクがあるだけではな
く、社会的にも大きな影響を与えます。このことを
未成年者が理解できるよう、社会全体で取り組む必
要があります。
　国税庁では、酒類業者に対して、未成年者に酒類
を販売しないよう指導するとともに、各業界団体に
対し、未成年と思われる者に対する年齢確認の徹底
などを要請しています。詳しくは、国税庁ホームペー
ジ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

問盛岡税務署 ☎019-622-6141

21

〔31〕平成27年４月１日・広報くずまき

広　　告

４ 月  卯
う

月
づき

 April 

５ 月　皐
さ

月
つき

  May

広報カレンダー 町のホームページアドレス  http://www.town.kuzumaki.iwate.jp
役場の各種手続きの方法やサービス、町のイベント情報、
広報くずまきなどをインターネットでご覧いただけます。



「
広
報
く
ず
ま
き
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

発
行
／
葛
巻
町
　
〒
028-5495　

岩
手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
0195）

66-2111　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tow
n.kuzum

aki.iw
ate.jp/　

E-m
ail:kuzum

aki@
tow
n.kuzum

aki.iw
ate.jp 

印
刷
／
㈱
白
ゆ
り

広報くずまき・平成27年４月１日〔32〕

⬆東京都大田区の夫の実家にて。左から
　長男 ( 中２)、本人、長女 ( 高２)、夫と
　次女 ( 小３)、義父、義母

埼玉県鴻巣
市の「びっ
くりひな祭
り」にて夫
と次女の３
人で⬇

　

26
年
度
も
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が

過
ぎ
去
り
、
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

広
報
担
当
３
年
目
に
突
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
顧

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今

年
度
は
葛
巻
町
60
周
年
を
迎
え
、
年
間

を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

葛
巻
病
院
の
改
築
や
総
合
運
動
公
園
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

江
刈
小
校
舎
の
改
築
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
大
規
模
改
修
な
ど
話
題
満
載
の
一
年

に
な
り
そ
う
で
す
。
今
年
も
葛
巻
の
魅

力
を
ど
ん
ど
ん
情
報
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
森
）

　

昨
年
の
５
月
号
か
ら
広
報
く
ず
ま

き
編
集
に
携
わ
り
、
今
月
号
で
12
回
、

ち
ょ
う
ど
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
写
真
の
腕
前
は
全
く
上
達
せ
ず
。

今
年
度
も
引
き
続
き
広
報
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

60
周
年
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
皆
さ

ん
の
笑
顔
を
撮
り
逃
さ
ぬ
よ
う
、
日
頃

か
ら
写
真
の
勉
強
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！　
　
　

（
八
重
樫
）

　

葛
巻
町
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
葛
巻
高
校
を
卒
業
後
、
埼
玉
県

川
口
市
内
の
看
護
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
早
い
も
の
で
、
埼
玉
で
の
暮

ら
し
も
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。
現
在

は
、
夫
と
子
ど
も
３
人
の
５
人
家
族

で
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
葛
巻
町
が
テ
レ
ビ
に

出
て
い
た
り
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
で

葛
巻
産
の
牛
乳
や
ワ
イ
ン
を
見
か
け

ま
す
。岩
手
葛
巻
の
知
名
度
、上
が
っ

て
き
て
い
ま
す
ね
！

　

毎
年
、
夏
休
み
に
は
帰
省
し
て
い

ま
す
。
葛
巻
の
緑
豊
か
な
山
々
は
、

い
つ
も
優
し
く
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

帰
省
し
て
う
れ
し
く
思
う
の
は
、
私

が
過
ご
し
て
い
た
頃
よ
り
も
町
内
で

の
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
て
、
町
に
活
気

が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

葛
巻
で
満
天
の
星
空
を
眺
め
な
が

ら
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
私
た
ち
家

族
の
夏
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
昨

年
は
帰
省
で
き
な
く
て
残
念
で
し
た

が
、
今
年
こ
そ
は
葛
巻
の
自
然
を
満

喫
し
に
行
き
た
い
で
す
！

　

葛
巻
町
で
過
ご
し
た
18
年
間
に
は
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
、
全
て

私
に
と
っ
て
大
切
な
宝
物
で
す
。
そ

し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
町
の
方
々

に
は
今
で
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
発
展
し
続
け
る
葛
巻

町
を
埼
玉
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
！

ふ
る
さ
と
へ
の

partpart  22

メメッッ
セセ
ーー
ジジ

葛巻町出身の皆さん、メッセージをお寄せください!
原稿送付先は、総務企画課（メールアドレス：kuzumaki@town.kuzumaki.iwate.jp）まで。

広
報
室
か
ら

⬆ 京都 実家 左

71

小山 久美子さん
●旧姓柳岡 ●四日市出身
●埼玉県在住

葛巻病院の小児科外来
４月から診療日が変わります

毎週火曜日　午前10時～正午、午後１時～３時
　　　　　　（受付は午後２時50分まで）

毎週木曜日　午前９時～正午、午後１時～３時30分
　　　　　　（受付は午後３時まで）

毎週月・水・金曜日　救急患者として内科医が診察

問葛巻病院 ☎66-2311

誕生おめでとう誕生おめでとう

下
道 

朔さ
く
と人

く
ん

３
／
10
・
小
苗
代

保
護
者
＝
武
尚
・
順

本宮　登志 (80　四日市) 昭　夫
坂本チヨミ (96  田  代) チヨミ
寺坂　トヨ (85　下　町) ト　ヨ
淡渕　勝彦 (58  垂  柳) 勝　彦
上家　惣藏　 (80  吉ヶ沢) 惣　藏
戸田　利男 (79  山  岸) 利　男
牛多　スゲ (88  浦子内) ス　ゲ

～２月21日から３月20日届け出分～
※広報やくずまきテレビに載せて欲しくない
場合は、届け出のときに係にお話ください。

〔世帯主〕

やすらかにやすらかに

人口　　住民基本台帳   27.3.1現在
（前月比）

男 3,327人　 ( －６人 )
女 3,516人　 ( －４人 )
計 6,843人　 ( －10人 )

世帯数 2,833世帯 (－４世帯)
交通 　　　　　　　　　　　２月

（累計・昨年累計比）
人身事故 １件 (　２件・＋２ )
死　　者 ０人 (  ０人・±０ )
傷　　者 １人 (　２人・＋２ )
物損事故 ９件 (　18件・－３ )
火災・救急 　　　　　　  　２月

（累計・昨年累計比）
火　　災 ０件 (  ０件・±０ )
救　　急 14件 (  33件・－２ )

まちの動きまちの動き

西
村 

結ゆ
う
な菜

ち
ゃ
ん

３
／
15
・
四
日
市

保
護
者
＝
勝
彦
・
結


